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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信する方法であって、
　地上場所に配置されかつ該輸送機関が飛行中に複数の順方向リンクを介して輸送機関に
通信接続されるハイブリッド通信ディストリビュータで、デバイスに配信されるコンテン
ツを取得し、ここで、該コンテンツは該デバイスのユーザインターフェース上に全体とし
て提示される情報を含み、該デバイスは飛行中の輸送機関によって一時的に輸送されてい
るモバイルコンピューティングデバイスであり；
　該ハイブリッド通信ディストリビュータのプロセッサによって、該コンテンツの第１部
分を選択し、ここで、該選択は該第１部分に含まれる所定のタイプのデータに基づくもの
とし；
　該ハイブリッド通信ディストリビュータのプロセッサによって及び該コンテンツの第１
部分に含まれる該所定のタイプのデータに基づいて、第１無線通信リンクに含まれる該複
数の順方向リンクの第１順方向リンク又は第２無線通信リンクに含まれる該複数の順方向
リンクの第２順方向リンクを選択し；
　該ハイブリッド通信ディストリビュータによって、該コンテンツの第１部分を含む第１
送信を、該第１順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送り；及び
　該ハイブリッド通信ディストリビュータによって、該コンテンツの第２部分を含む第２
送信を、該第２順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送ること
を含む方法。
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【請求項２】
　前記コンテンツの第１部分に含まれる前記所定のタイプのデータが該コンテンツの第２
部分から除外される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが、
前記コンテンツが含まれるデータストリームのサイズにさらに基づいて該第１順方向リン
ク又は該第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することを含む、請求項１又は２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが、
　前記第１無線通信リンクの現在の容量；
　前記第２無線通信リンクの現在の容量；
　該第１無線通信リンクの現在の可用性；
　該第２無線通信リンクの現在の可用性；
　該第１無線通信リンクの送信品質；又は
　該第２無線通信リンクの送信品質
の少なくとも一つにさらに基づいて該第１順方向リンク又は該第２順方向リンクの少なく
とも一つを選択することを含む、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが、
前記第１部分の配信のための時間要件又は前記第２部分の配信のための時間要件の少なく
とも一つにさらに基づいて該第１順方向リンク又は該第２順方向リンクの少なくとも一つ
を選択することを含む、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　さらに、
　該コンテンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の一方に含まれ、かつ、該コンテ
ンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の他方から除外される所定のタイプのデータ
；
　該所定のタイプのデータの配信のための時間要件；
　該コンテンツに対応するアプリケーション；
　前記デバイスのユーザ；又は
　前記第１通信リンク又は前記第２通信リンクによって使用されるソケット
の少なくとも一つに基づいて前記コンテンツの第１部分を選択することをさらに含む、請
求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記デバイスに配信されるコンテンツが第１コンテンツであり、前記方法が、
　該第１コンテンツの第１部分を、前記デバイス又は前記飛行中の輸送機関によって一時
的に輸送されている別のデバイスに配信される他のコンテンツと共に多重化し；及び
　前記飛行中の輸送機関に送られる第１送信に、該多重化されたコンテンツを含めること
をさらに含む、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記コンテンツの第１部分を前記他のコンテンツと共に多重化することが、アプリケー
ションレベル、パケットレベル、ストリームレベル、地理的位置に基づくレベル又は前記
デバイスのユーザに対応するレベルの少なくとも一つで該コンテンツの第１部分及び他の
コンテンツを多重化することを含む、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　次の少なくとも一つ：
　前記第１送信を、前記第１通信リンクに含まれる前記第１順方向リンクを使用して前記
飛行中の輸送機関に送ることが、該第１送信を、Ｌ帯域通信リンク、Ｋu帯域通信リンク
、Ｋa通信リンク、Ｗｉ－Ｆｉ通信リンク、ＷｉＭＡＸ通信リンク、１以上の衛星によっ
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てサポートされる通信リンク又は広帯域プロトコルをサポートする通信リンクの少なくと
も一つである順方向リンクを使用して前記飛行中の輸送機関に送ることを含み；又は
　前記第２送信を、前記第２通信リンクに含まれる前記第２順方向リンクを使用して前記
飛行中の輸送機関に送ることが、該飛行中の輸送機関が飛行中である間に、該第２送信を
、該飛行中の輸送機関と陸上にある地上局との間で直接データを配信するように構成され
る空対地（ＡＴＧ）通信リンクの順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送ること
を含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記デバイスに配信されるコンテンツを取得することが、
　Ｗｅｂページ；
　該デバイスで生成された要求に対する応答；又は
　ストリーミングデータ
の少なくとも一つをさらに含むコンテンツを取得することを含む、請求項１～９のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１１】
　前記輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信するためのシス
テムであって、
　該輸送機関が飛行中である間に、複数の順方向リンクを介して該輸送機関に通信接続さ
れるハイブリッド通信ディストリビュータ
を備え、ここで、該複数の順方向リンクのそれぞれはそれぞれ異なる無線通信リンクを使
用し、該ハイブリッド通信ディストリビュータは、
　１以上のプロセッサと、
　コンピュータ実行可能命令を記憶する１以上の非一時的有形コンピュータ可読記憶媒体
と
を備え、該コンピュータ実行可能命令は、該１以上のプロセッサによって実行されるとき
に、ハイブリッド通信ディストリビュータに、
　該飛行中の輸送機関によって輸送されているデバイスのユーザインターフェースに全体
として提示されるコンテンツを取得させ；
　該コンテンツの第１部分を該第１部分に含まれる所定のタイプのデータに基づいて選択
させ；
　第１通信リンクを該コンテンツの第１部分に含まれる該所定のタイプのデータに基づい
て選択させ；
　第１送信を、該複数の順方向リンクの第１順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関
に送らせ、ここで、該第１順方向リンクは第１通信リンクに含まれ、該第１送信は該デバ
イスのユーザインターフェースに全体として提示されるコンテンツの第１部分を含み；及
び
　第２送信を、該複数の順方向リンクの第２順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関
に送らせ、ここで、該第２順方向リンクは第２通信リンクに含まれ、該第２送信は該デバ
イスのユーザインターフェースに全体として提示されるコンテンツの第２部分を含む、シ
ステム。
【請求項１２】
　前記コンピュータ実行可能命令は、前記１以上のプロセッサによって実行されるときに
、前記ハイブリッド通信ディストリビュータに、前記コンテンツの第１部分又は該コンテ
ンツの第２部分から除外される所定のタイプのデータに基づいて前記第１順方向リンク又
は前記第２順方向リンクの少なくとも一つをさらに選択させる、請求項１１に記載のシス
テム。
【請求項１３】
　特定のタイプのデータと特定の順方向リンクとの間の１以上の関連付けを予め決定し、
前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つの選択が該１以上の関
連付けにさらに基づく、請求項１２に記載のシステム。
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【請求項１４】
　前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つの選択が、
　前記コンテンツが含まれているデータストリームのサイズ；
　前記第１通信リンクの現在の容量、現在の可用性又は現在の送信品質の少なくとも一つ
；
　前記第２通信リンクの現在の容量、現在の可用性又は現在の送信品質の少なくとも一つ
；又は
　前記ハイブリッド通信ディストリビュータによって受信されたフィードバック情報であ
って、前の順方向送信に対応するもの
にさらに基づく、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記コンピュータ実行可能命令は、前記１以上のプロセッサによって実行されるときに
、前記ハイブリッド通信ディストリビュータに、さらに
　アプリケーションレベル、パケットレベル、ストリームレベル又はユーザレベルの少な
くとも一つで、前記デバイスに配信されるコンテンツの第１部分を、該デバイス又は飛行
中の輸送機関により輸送されている別のデバイスに配信される他のコンテンツと共にさら
に多重化させ；及び
　該第１順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送られる第１送信に該多重化コン
テンツを含める、
請求項１１～１３のいずれかに記載のシステム。
【請求項１６】
　前記複数の順方向リンクに含まれる各順方向リンクが、Ｌ周波数帯域、Ｋu周波数帯域
、Ｋa周波数帯域；衛星通信をサポートするように割り当てられる周波数帯域、無線ブロ
ードバンド通信プロトコルをサポートするように割り当てられる周波数帯域；又は飛行中
の輸送機関と地上局との間での直接の無線通信のために割り当てられる周波数帯域から選
択される異なる周波数帯域によってサポートされる、請求項１１～１３のいずれかに記載
のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、２０１３年１１月８日に出願されかつ「ＤＡＴＡ　ＤＥＬＩＶＥＲＹ　ＴＯ　
ＤＥＶＩＣＥＳ　ＯＮ　ＶＥＨＩＣＬＥＳ　ＵＳＩＮＧ　ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＦＯＲＷＡ
ＲＤ　ＬＩＮＫＳ」という名称の米国仮出願第６１／９０１６４４号及び２０１４年３月
２５日に出願されかつ「ＤＡＴＡ　ＤＥＬＩＶＥＲＹ　ＴＯ　ＤＥＶＩＣＥＳ　ＯＮ　Ｖ
ＥＨＩＣＬＥＳ　ＵＳＩＮＧ　ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＦＯＲＷＡＲＤ　ＬＩＮＫＳ」という
名称の米国非仮出願第１４／２２５０５０号に対する優先権及び利益を主張する。これら
の全内容を本明細書で援用する。さらに、本願は、２０１４年３月２５日に出願されかつ
「ＯＰＴＩＭＩＺＩＮＧ　ＵＳＡＧＥ　ＯＦ　ＭＯＤＥＭＳ　ＦＯＲ　ＤＡＴＡ　ＤＥＬ
ＩＶＥＲＹ　ＴＯ　ＤＥＶＩＣＥＳ　ＯＮ　ＶＥＨＩＣＬＥＳ」という名称の米国特許出
願第１４／２２５０７７号（代理人整理番号３２０４５／４８０１２）に関する。その内
容は、本明細書においてその全体が参考として援用される。また、本願は、２０１４年３
月２５日に出願されかつ「ＨＹＢＲＩＤ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＦＯＲ　ＤＥ
ＶＩＣＥＳ　ＯＮ　ＶＥＨＩＣＬＥＳ」という名称の同時係属米国特許出願第１４／２２
５０１７号（代理人整理番号３２０４５／４８０１１Ａ）に関する。その内容は、本明細
書においてその全体が参考として援用される。
【０００２】
　さらに、本願は、２０１２年１１月１３日に出願されかつ「ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ
　ＤＩＳＴＲＩＢＵＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ」という名称の同時
係属米国特許出願第１３／６７５２００号、２０１２年１１月１３日に出願されかつ「Ｃ
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ＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＮＯＤＥ
Ｓ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＤ　ＷＩＴＨ　Ａ　ＶＥＨＩＣＬＥ」という名称の同時係属米国
特許出願第１３／６７５１９４号及び２０１２年１１月１３日に出願されかつ「ＧＲＯＵ
ＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯＲ　ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴＲＩＢＵＴＩＯＮ」
という名称の同時係属米国特許出願第１３／６７５１９０号に関する。これらの関連出願
の全内容は、本明細書においてその全体が参考として援用される。
【０００３】
本発明の分野及び背景
技術分野
　本開示は、一般に、輸送機関内にあるデバイスに及び該デバイスから通信を配信するこ
と、特にこのオンボードデバイスに及びそれから通信を配信するために異なる周波数帯域
の１以上の順方向リンク及び逆方向逆方向リンクを利用するシステムに関する。
【背景技術】
【０００４】
背景
　いくつかの既存の航空会社及び他の輸送会社は、輸送機関が目的地の途中を移動中に輸
送機関に搭載されている装置に、Ｗｉ－Ｆｉその他のデータ配信サービスなどのサービス
を提供している。このオンボードデバイスは、例えば、輸送機関に固定接続されるデバイ
ス（例えば、航空機の列線交換ユニット（ＬＲＵ）に含まれるデバイス）である場合や、
このオンボードデバイスは、輸送機関によって一時的に輸送されているスマートフォン、
タブレット、ラップトップコンピューティングデバイスなどのモバイルコンピューティン
グデバイスの場合がある。このようなオンボードデバイスに対するサービスのための通信
を確立するために、プロバイダは、通信やデータが輸送機関に及び輸送機関から配信され
る直接空対地（ＡＴＧ）リンク又は衛星リンクなどの無線通信リンクを利用する場合が多
い。無線通信リンクは、典型的には、全ての順方向データ（すなわち、輸送機関に配信さ
れるデータ）及び全ての逆方向データ（すなわち、輸送機関から送信されるデータ）が送
受信される双方向通信リンクである。
【０００５】
　所定の状況では、オンボードデータサービスが依存する双方向通信リンクは、利用でき
なくなる場合があり（例えば、輸送機関がネットワークカバレッジ外の位置に移動すると
き）、遅い又はビジー状態になる場合があり（例えば、保留中のアップロード要求を待ち
行列に入れることで）、或いは誤動作する場合があるため、オンボードデータサービスが
該デバイスによって利用できなくなる又は使用できなくなる場合がある。さらに、輸送機
関内にあるデバイスのセットのための全ての通信は、典型的には、同じ双方向リンクをト
ラバースするため、所定のデータコンテンツタイプ、データファイルなどのダウンロード
又はアップロード挙動は、ユーザに対して一貫性のないサービスであるように思われる。
例えば、デバイスによって送信されたメッセージ又は通信がゼロレイテンシーを有するよ
うに思われる場合がある共に、デバイスで要求されたコンテンツの到着が大幅に遅れるよ
うに思われる。さらに、所定の双方向通信リンクの割り当てられたスペクトルが制限され
、また、ハードウェアモデム、プロトコル又は規制機関によって課されるような制約が、
確立できる帯域幅及び／又はスループットをさらに制限し、それによって最適未満のユー
ザ体験に至る場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
開示の概要
　この概要は、以下において詳細な説明でさらに説明する概念の選択を簡略化された形態
で紹介するために提供される。この概要は、特許請求した主題の重要な特徴又は本質的な
特徴を特定することを意図するものではなく、また特許請求された主題の範囲を限定する
ために使用されるものでもない。
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【０００７】
　実施形態では、輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信する
方法は、地上の場所に配置されたハイブリッド通信ディストリビュータで、デバイスに配
信されるコンテンツを取得することを含むことができる。該デバイスは、飛行中の輸送機
関によって一時的に輸送されているモバイルコンピューティング装置であることができる
。また、この方法は、（ｉ）第１周波数帯域によってサポートされた第１無線通信リンク
に含まれる第１順方向リンク、又は（ｉｉ）第２周波数帯域によってサポートされた第２
無線通信リンクに含まれる第２順方向リンクの少なくとも一つを選択し、そして該第１順
方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に第１送信を送信することを含むこともできる
。該第１送信は、例えば、コンテンツの第１部分を含むことができる。さらに、該方法は
、第２順方向リンクを使用して飛行中の輸送機関に第２送信を送ることを含むことができ
、第２送信は、コンテンツの第２部分を含むことができる。
【０００８】
　輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信するためのシステム
の実施形態は、輸送機関が飛行中に複数の順方向リンクを介して輸送機関に通信接続され
るハイブリッド通信ディストリビュータを含むことができる。複数の順方向リンクの各順
方向リンクは、それぞれ異なる無線通信プロトコルを使用することができ、ハイブリッド
通信ディストリビュータは、１以上のプロセッサ及びコンピュータ実行可能命令を記憶す
る１以上の非一時的有形コンピュータ可読記憶媒体を備えることができる。コンピュータ
実行可能命令は、１以上のプロセッサによって実行されるときに、飛行中の輸送機関によ
って輸送されているデバイスのユーザインターフェースに全体として提示されるべきコン
テンツをハイブリッド通信ディストリビュータに取得させることができる。コンピュータ
実行可能命令は、１以上のプロセッサによって実行されるときに、ハイブリッド通信ディ
ストリビュータに、複数の順方向リンクの第１順方向リンクを使用して飛行中の輸送機関
に第１通信を送信させることができ、その際、該第１順方向リンクは第１通信リンクに含
まれ、該第１送信は、該デバイスのユーザインターフェースに全体として提示されるべき
コンテンツの第１部分を含む。コンピュータ実行可能命令は、１以上のプロセッサによっ
て実行されるときに、ハイブリッド通信ディストリビュータに、複数の順方向リンクの第
２順方向リンクを使用して飛行中の輸送機関に第２送信を送信させることができ、ここで
、該第２順方向リンクは第２通信リンクに含まれ、該第２送信は、デバイスのユーザイン
ターフェースに全体として提示されるべきコンテンツの第２部分を含む。
【０００９】
　輸送機関によって輸送されているデバイスで配信コンテンツを受信する方法の実施形態
は、該輸送機関において、データを該輸送機関に無線配信するように構成された複数の順
方向リンクの第１順方向リンクを介して、デバイスのユーザインターフェースに全体とし
て表示されるべき情報の第１部分を含む第１送信データを受信することを含むことができ
る。該デバイスは、輸送機関によって一時的に輸送されているモバイルコンピューティン
グデバイスであることができ、該第１順方向リンクは、第１周波数帯によってサポートさ
れる第１無線通信リンクに含まれることができる。また、この方法は、輸送機関に固定接
続されたハイブリッド通信コレクタのプロセッサによって、デバイスのユーザインターフ
ェースに全体として表示されるべき情報の第１部分を、輸送機関内に収容される無線ネッ
トワークを使用してデバイスに送信させることを含むこともできる。さらに、この方法は
、該輸送機関において、複数の順方向リンクの第２順方向リンクを介して、デバイスのユ
ーザインターフェースに表示されるべき情報の第２部分を含む後の送信を受信し；及びデ
バイスのユーザインターフェースに全体として表示されるべき情報の第２部分を、輸送機
関内に収容される無線ネットワークを使用して該デバイスに送信することを含むことがで
きる。デバイスのユーザインターフェースに表示されるべき情報の第１部分は第１選択部
分とすることができ、デバイスのユーザインターフェースに表示されるべき情報の第２の
部分は第２選択部分とすることができ、第１順方向リンクは第１選択順方向リンクとする
ことができ、及び／又は第２順方向リンクは、第２選択順方向リンクとすることができる
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。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、一セットの輸送機関に搭載されるデバイスに及び該デバイスからデータ
を配信するための例示ハイブリッド通信システムを示す。
【図２】図２は、一セットの輸送機関に搭載されるデバイスに及び該デバイスからハイブ
リッド通信を提供する方法の一例を示す。
【図３】図３は、一セットの輸送機関に搭載されるデバイスに及び該デバイスからハイブ
リッド通信を提供する方法の一例を示す。
【図４】図４は、輸送機関でモデム又はトランシーバの使用を最適化する方法の一例を示
す。
【図５】図５は、輸送機関でモデム又はトランシーバを効果的に使用するためにハイブリ
ッド通信システムを使用するための方法の一例を示す。
【図６】図６は、ハイブリッド通信システムにおいて確立されたデータ通信トンネルの例
示ブロック図を含む。
【図７】図７は、輸送機関によって輸送されているデバイスに分散又はハイブリッド方法
でコンテンツを配信するための方法の一例を示す。
【図８】図８は、輸送機関に搭載されるデバイスに分散又はハイブリッド方法でコンテン
ツを配信するための方法の実施形態を示す。
【図９】図９は、輸送機関にハイブリッド通信又はデータを受信し、かつ、輸送機関に搭
載される受信装置に該受信された情報又はデータを配信するように構成される輸送機関内
に収容される例示システムのブロック図ある。
【図１０】図１０は、ハイブリッド通信システムにおいて利用できる例示コンピューティ
ングデバイスのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
好ましい実施形態の詳細な説明
　次の記載は、多数の異なる実施形態の詳細な説明を示すが、この説明の法的範囲は、本
願の特許請求の範囲の用語及び均等によって定義されることを理解すべきである。詳細な
説明は、単なる例示として解釈されるべきであり、全ての可能な実施形態を説明するのは
現実的でないためあらゆる可能な実施形態を記載するものではない。多数の別の実施形態
は、現在の技術又は依然として特許請求の範囲内にあるであろう本特許出願日後に開発さ
れた技術のいずれかを使用して実施できるであろう。
【００１２】
　また、ある用語が「ここで使用するときに、用語「＿＿＿＿＿＿」とは、．．．を意味
する」という文又は同様の文を使用して本明細書において明示的に定義されない限り、そ
の用語の意味を明示的に又は含意によりその明白な又は通常の意味の範囲外に限定する意
図はなく、このような用語は、本発明の任意の節でなされた任意の記述に基づいて範囲が
限定されると解釈すべきではない（特許請求の範囲の記載以外）と理解すべきである。本
願の特許請求の範囲に記載された任意の用語が、読者を混乱させないように明確にするた
めのみに行われる単一の意味と一致した方法で本明細書において言及されている限り、そ
のような請求項は、含意によって又はそうでなければその単一の意味に限定されるもので
はない。請求項の要素が用語「手段」及び所定の機能を任意の構造の記載なしに記載する
ことによって定義されていない限り、任意の請求項の要素の範囲を３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１１
２条第６段落の規定に基づいて解釈することを意図するものではない。
【００１３】
　さらに、本開示の内容のいずれか又は全ては、「ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴ
ＲＩＢＵＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ」という名称の同時係属米国特
許出願第１３／６７５２００号の開示内容のいずれか又は全てと共に機能することができ
る。その内容は、本明細書にその全体が参考として援用される。さらに、本開示の内容の
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いずれか又は全ては、「ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴ
ＨＯＤ　ＦＯＲ　ＮＯＤＥＳ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＤ　ＷＩＴＨ　Ａ　ＶＥＨＩＣＬＥ」
という名称の同時係属米国特許出願第１３／６７５１９４号の開示内容のいずれか又は全
てと共に機能することができ（その内容は、本明細書においてその全体が参考として援用
される）、及び本開示内容のいずれか又は全ては、「ＧＲＯＵＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯ
Ｒ　ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴＲＩＢＵＴＩＯＮ」という名称の同時係属米国
特許出願第１３／６７５１９０号の開示内容のいずれか又は全てと共に機能することがで
きる（その内容は、本明細書においてその全体が参考として援用される）。
【００１４】
　さらに、本開示の内容のいずれか又は全ては、「ＯＰＴＩＭＩＺＩＮＧ　ＵＳＡＧＥ　
ＯＦ　ＭＯＤＥＭＳ　ＦＯＲ　ＤＡＴＡ　ＤＥＬＩＶＥＲＹ　ＴＯ　ＤＥＶＩＣＥＳ　Ｏ
Ｎ　ＶＥＨＩＣＬＥＳ」という名称の同時係属米国特許出願（代理人整理番号３２０４５
／４８０１２Ａ）及び「ＨＹＢＲＩＤ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＦＯＲ　ＤＥＶ
ＩＣＥＳ　ＯＮ　ＶＥＨＩＣＬＥＳ」という名称の同時係属米国特許出願（代理人整理番
号３２０４５／４８０１１Ａ）の開示内容のいずれか又は全てと共に機能することができ
る。それらの内容は、本明細書においてその全体が参考として援用される。
【００１５】
　図１は、輸送機関１０２によって輸送されているデバイスに又はデバイスから情報又は
データを通信するための一例のハイブリッド通信システム１００を示すブロック図である
。このシステム１００は、輸送機関１０２の一つに搭載される特定のデバイス（例えば、
輸送機関１０２ｘに搭載されるデバイス１１８）にデータセンタ１０５から又はデータセ
ンタ１０５に含まれるハイブリッド通信ディストリビュータ１０４からデータ又は情報を
配信するように構成される。いくつかの実施態様では、ハイブリッド通信システム１００
は、輸送機関１０２ｘからデータセンタ１０５又はハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４にフィードバック情報を配信するように構成され、データセンタ１０５又はハイブ
リッド通信ディストリビュータ１０４は、このフィードバック情報を使用してオンボード
デバイス１１８又は他のオンボードデバイスへの後のデータ配信を通知する。所定の実施
形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４及びデータセンタ１０５は、１以
上の輸送機関データ配信ネットワーク１０６、１以上の順方向リンク１０８及び１以上の
逆方向リンク１１０を介して輸送機関１０２に通信接続されている。
【００１６】
　輸送機関１０２の１つ以上は、特定の個人が所有及び／又は操作できる。場合によって
は、輸送機関１０２の１つ以上は、会社、組織又は政府機関が所有及び／又は操作できる
。例えば、輸送機関１０２は、輸送機関の機団を含むことができ、該機団は、該機団の輸
送機関の一つについて代金を支払い又はそうでなければ通過を許可された乗客を輸送する
ために使用される。輸送機関１０２は、状況によっては従業員及び彼らの客を輸送するた
めの組織によって使用される１機以上の輸送機関を備えることができる。輸送機関１０２
の１機以上を使用して、生物又は無生物貨物、小荷物、郵便及び／又は他の種類の貨物を
輸送することができる。図１は、輸送機関１０２を飛行機として示しているが、ここで記
載された技術及び原理は、他の種類の輸送機関、例えば、トラック、自動車、バス、列車
、ボート、船、はしけ、地下鉄車両、ヘリコプター又は他の種類の航空機、救急車又は他
の緊急車両、軍用車両、他の空中輸送機関、水上輸送機関又は陸上輸送機関及び宇宙旅行
に適した輸送機関にも同様に当てはまる。
【００１７】
　輸送機関１０２のそれぞれは、１以上の順方向無線通信リンク１０８及び１以上の逆方
向無線通信リンク１１０を介してデータセンタ１０５に通信可能に接続できる。リンク１
０８、１１０は、集合的に、多様な無線周波数（ＲＦ）帯域によってサポートできる。典
型的には、リンク１０８、１１０をサポートする特定の周波数帯域又はＲＦスペクトルの
部分は、衛星通信、ハム無線通信、地上セルラ通信、近距離無線通信などの特定のタイプ
の無線通信のために割り当てられる（例えば、政府又は規制機関によって）。いくつかの
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割り当てられた周波数帯域において、無線通信は、規格協会及び／又は政府や他の規制機
関によって定義され、指定され又はそうでなければ示されるそれぞれの無線通信プロトコ
ルを使用して順方向リンク及び対応する逆方向リンクを介して送信できる。特定の周波数
帯域は、例えば、ポイント・ツー・ポイント無線プロトコルをサポートすることができ、
及び／又は広帯域無線プロトコルをサポートすることができる。
【００１８】
　各周波数帯域は、１以上のチャネルを含むことができる。チャネルは、周波数分割、時
分割、符号分割、いくつかの他の適切なチャネル分割、又は分割のある種の組み合わせに
よって形成され、定義され又は割り当てられてもよい。チャネル上で伝えられる信号は多
重化されていても多重化されていなくてもよい。周波数帯域に含まれる任意の１以上のチ
ャネルは、無線通信のための順方向リンク及び／又は逆方向リンクをサポートできる（又
はサポートするように指定できる）。また、周波数帯域に含まれるチャネルのいずれか１
つ以上を使用して、シグナリング、データペイロード又はシグナリングとデータペイロー
ドとの組み合わせを配信することができる。例えば、特定の周波数帯域は、シグナリング
及びペイロードが帯域内の同じチャネルで送信される帯域内プロトコルをサポートするこ
とができ、及び／又は特定の周波数帯域は、シグナリング及びペイロードが帯域内の異な
るチャネルでそれぞれ送信される帯域外プロトコルをサポートすることができる。
【００１９】
　輸送機関１０２ｘに固定接続されるトランシーバ又はモデムは、特定の周波数帯域に同
調できるため、それぞれのアンテナと共に、データが輸送機関１０２ｘで受信され及び／
又は該輸送機関から送信できる通信リンクの一方の端部として機能することができる。同
様に、輸送機関１０２ｘの外部にある構造体１１２に固定接続されているトランシーバ又
はモデムは、特定の周波数帯域に同調できるため、それぞれのアンテナと共に、データが
輸送機関１０２ｘで受信され及び／又は該輸送機関から送信される通信リンクの他方の端
部として機能することができる。通信リンクの非輸送機関端部をサポートする構造体１１
２は、例えば、完全静止地上構造体、例えば地上の建物や塔、比較的静止の地上構造体、
例えば海上でのはしけ、又は非地上構造体、例えば衛星その他の空間内の構造体とするこ
とができる。図１では、構造体１１２の表示は、順方向リンク１０８及び逆方向リンク１
１０をより明確に例示するために重複しているが、実際には、各構造体１１２は、それぞ
れの順方向リンク１０８及びそれぞれの逆方向リンク１１０の両方に必要な機能を提供す
る単一の物理的トランシーバ又はモデムがそこに搭載された一体構造であることができる
。例えば、テレポート１１２ｂは、衛星通信のために割り当てられた特定の周波数帯域の
衛星順方向リンク１０８ｂ及び衛星逆方向リンク１１０ｂの両方に必要な機能を提供する
トランシーバを備えることができる。いくつかの例では、単一の構造体１１２は、複数の
トランシーバ又はモデムを備えることができ、これらのそれぞれは異なる周波数帯域に同
調できる。
【００２０】
　さらに構造体１１２に関して、輸送車両１０２ｘに対して特定の通信リンク１０８、１
１０の一方の端部をサポートするトランシーバ又はモデムを有することの他に、各構造体
１１２は、別のインターフェースを備えることができ、これを介して、データセンタ１０
５でのハイブリッド通信ディストリビュータ１０４への通信路１１５を通信可能に接続す
ることができる。通信経路１１５に対するインターフェースは、有線又は無線通信インタ
ーフェースとすることができる。
【００２１】
　輸送機関１０２ｘは、１以上の周波数帯域にわたって１以上の通信リンク１０８、１１
０をサポートするために１以上の固定接続されたモデム又はトランシーバを備えることが
でき、輸送機関１０２ｘは、これらのモデム又はトランシーバを利用して輸送機関１０２
ｘにデータを受信し及び／又は輸送機関１０２ｘからデータを送信することができる。例
えば、輸送機関１０２ｘは、その上に、輸送機関１０２と地上局との間の直接通信のため
に割り当てられる又は直接空対地（ＡＴＧ）通信リンクがサポートされる周波数帯域（例
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えば、８４９～８５１ＭＨｚ及び８９４～８９６ＭＨｚ）に同調されたトランシーバ又は
モデムを備えることができる。このようなＡＴＧ通信リンクは、図１において、順方向リ
ンク１０８ａ及び逆方向リンク１１０ａによって示されている。さらに又はあるいは、輸
送機関１０２ｘは、その上に、衛星通信用に割り当てられる周波数帯域、例えば、Ｌ帯域
（例えば、４０～６０ＧＨｚ又は１～２ＧＨｚ）、Ｋu帯域（例えば、１２～１８ＧＨｚ
）、Ｋa帯域（例えば、２６．５～４０ＧＨｚ）及び／又は衛星通信用に割り当てられる
他のスペクトルに同調したトランシーバ又はモデムを備えることができる（図１において
順方向リンク１０８ｂ及び逆方向リンク１１０ｂによって示される）。
【００２２】
　輸送機関１０２ｘで確立できる通信リンクの他の例は、地上モバイル又はセルラ通信リ
ンク（図１において符合１０８ｃ／１１０ｃで示される）、例えば、ＴＤＭＡ（時分割多
元接続）、ＧＳＭ（登録商標）（移動通信用グローバルシステム）、ＣＤＭＡ（符号分割
多元接続）、Ｗｉ－ＭＡＸ（ワールドワイド・インターオペラビリティ・フォー・マイク
ロウェーブ・アクセス）、ＬＴＥ（ロングタームエボリューション）及び／又は他の地上
移動通信技術をサポートする通信リンクを含む。輸送機関１０２ｘで確立できる通信リン
クの種類のさらに別の例は、Ｗｉ－Ｆｉ割り当て周波数帯域（例えば、２．４及び／又は
５ＧＨｚ）でサポートされ、かつ、ＩＥＥＥ（電気電子技術者協会）８０２．１１規格に
対応するプロトコルを使用する無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）又はＷｉ－
Ｆｉ（商標）リンクであり、図１において、Ｗｉ－Ｆｉ順方向リンクについては符合１０
８ｃ及びＷｉ－Ｆｉ逆方向リンクについては符合１１０ｃで示されている。輸送機関１０
２ｘで確立できる無線通信リンクのさらに他の種類の例としては、赤外線、マイクロ波又
は他の光学系若しくはラインオブサイト無線通信リンクが挙げられる。しかし、順方向及
び／又は逆方向リンクを含めた任意の好適な無線通信リンクがデータセンタ１０５又はハ
イブリッド通信ディストリビュータ１０４と輸送機関１０２ｘとの間の通信をサポートす
ることができることは明らかである。
【００２３】
　実施形態では、輸送機関１０２ｘに固定接続されたトランシーバ又はモデムの１つ以上
は、一方向モードで動作することができる一方で、輸送機関１０２ｘに固定接続された１
つ以上の他のトランシーバ又はモデムは、双方向モードで動作することができる。例えば
、衛星通信スペクトルに同調される輸送機関１０２ｘ上のトランシーバ又はモデムは、受
信専用モードで利用できる一方で、ＡＴＧ通信スペクトルに同調される輸送機関１０２ｘ
上の別のトランシーバ又はモデムは、受信モードと送信モードの両方で利用できる。
【００２４】
　ここで、システム１００のデータセンタ１０５に含まれるハイブリッド通信ディストリ
ビュータ１０４を参照すると、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、実施形態
では、１以上の非一時的有形コンピュータ読み取り可能記憶媒体（例えば、１以上のメモ
リ又はデータ記憶エンティティ）に記憶され、かつ、データセンタ１０５の１以上のプロ
セッサによって実行可能なコンピュータ実行可能命令のセットを含むことができる（デー
タセンタ１０５は、一般に、プロセッサを有する１以上のコンピューティングデバイスを
含み、本開示の後の節でより詳細に説明する。）。ハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４は、輸送機関１０２ｘによって輸送されているデバイス１１８に及びそれからデー
タ又は情報配信を、例えばリンク１０８及び１１０にわたって管理することができる。
【００２５】
　デバイス１１８は、輸送機関１０２ｘに固定接続されるデバイスとすることができ（例
えば、航空機の列線交換ユニット（ＬＲＵ）に含まれるコンピューティングデバイス）、
又はデバイスは、モバイルデバイス、例えば、輸送機関によって一時的に輸送されている
スマートフォン、タブレット又はラップトップ、例えば、輸送機関内の乗客に属するモバ
イルコンピューティングデバイスとすることができる。実施形態では、デバイス１１８は
、少なくとも１個のメモリ及び少なくとも１個のプロセッサ、並びに任意に少なくとも１
個のユーザインターフェース及び少なくとも１個の無線ネットワークインターフェースを
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備えるコンピューティングデバイスである。ここで使用するときに、用語「ターゲットデ
バイス」、「受信デバイス」及び「デバイス」は、輸送機関内にある又は輸送機関によっ
て輸送され、かつ、該輸送機関の外部にあるデータを電子的に配信すべきデバイス１１８
をいうために区別なく使用される。
【００２６】
　デバイス１１８に配信されるべきデータは、任意のタイプのデータを含むことができる
。例えば、データは、テキストメッセージ、ウェブページ、メディアファイル、ストリー
ミングデータ及び／又はデバイス１１８のユーザインターフェースで受信した前の要求に
対する応答などのユーザ消費コンテンツデータを含むことができる。場合によっては、デ
バイス１１８に配信されるデータは、デバイス１１８のユーザインターフェースに提示さ
れるデータを含む。いくつかのシナリオでは、デバイス１１８に配信されるデータは、ア
プリケーション、設定、更新又はデバイス１１８のユーザがダウンロードするように要求
したソフトウェアとすることができる。
【００２７】
　実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、デバイス１１８へのデ
ータ又は情報の配信のためにそれぞれ１以上の割り当てられた周波数帯域によってサポー
トされる順方向リンク１０８の一つを選択することができ、ハイブリッド通信ディストリ
ビュータ１０４は、異なる割り当て周波数帯域でサポートされる逆方向リンク１１０を介
して輸送車両１０２ｘからフィードバックデータ又は情報を受信することができる。例え
ば、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、リンク１０８から、デバイス１１８
への順方向データ配信のための特定の周波数帯域でサポートされる１つの特定の順方向リ
ンク、例えば衛星通信順方向リンク１０８ｂを選択することができる。ハイブリッド通信
ディストリビュータ１０４は、順方向データが配信された特定の周波数帯以外の周波数帯
でサポートされるリンク１１０、例えばＡＴＧ逆方向リンク１１０ａから特定の逆方向リ
ンクを介して輸送機関１０２ｘからのフィードバック情報を受信することができる。いく
つかの実施形態では、特定の逆方向リンクは、逆方向リンク１１０のセットから選択でき
る。したがって、この実施の形態では、異なる周波数帯域の順方向リンク及び逆方向リン
クは、データ配信のためにペアになっており又は関連付けられている。
【００２８】
　少なくとも順方向リンク及び逆方向リンクは異なる周波数帯域でサポートされているた
め、異なるメッセージングプロトコル及び／又は配信スキーム（例えば、ブロードキャス
ト、マルチキャスト、ユニキャスト）を、輸送機関１０２からフィードバック情報を受信
するために使用するよりも輸送機関１０２に情報を送信するために使用できる。例えば、
広帯域プロトコルを利用して、選択された順方向リンク１０８ｂを介してデータを配信す
ることができ、ポイントツーポイントプロトコルを利用して逆方向リンク１０８ａでデー
タを配信することができる。さらに又はあるいは、ハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４は、送信を、順方向リンク１０８ｂを介してマルチキャストにすることができ、か
つ、逆方向リンク１０８ａを介してユニキャスト形式でフィードバック情報を受信できる
。順方向リンク１０８及び逆方向リンク１０８にわたるこのような異なる周波数帯域、プ
ロトコルメッセージング及び／又は配信スキーム並びに及びその選択は、ハイブリッド通
信システム１００が利用可能なスペクトルを効率的に利用するのを可能にすることができ
ると同時に、既存のモデムの制約及び／又は規制要件に一致する。
【００２９】
　実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、輸送機関１０２ｘ内に
あるデバイス１１８で全体として受信されるデータ又は情報の分散又はハイブリッド配信
のためにリンク１０８（それらのそれぞれは異なる周波数帯域によってサポートできる）
から複数の順方向リンクを選択することができる。例えば、ハイブリッド通信ディストリ
ビュータ１０４は、衛星通信順方向リンク１０８ｂ及びＡＴＧ順方向リンク１０８ａの両
方を選択して、デバイス１１８に順方向データを全体として配信することができ、該デー
タの第１部分は、衛星順方向リンク１０８ｂを使用して配信できる一方、データの第２部
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分は、ＡＴＧ順方向リンク１０８ａを使用して配信できる。場合によっては、２つよりも
多い順方向リンク１０８を、輸送機関１０２ｘへの分散データ配信のために選択すること
ができる。この例では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、選択された順方
向リンクの一つ、例えば衛星通信逆方向リンク１１０ｂ又はＡＴＧ逆方向リンク１１０ａ
と同一の周波数帯域に含まれる逆方向リンクを介して輸送機関１０２ｘからフィードバッ
ク情報を受信することができる。あるいは、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４
は、選択された順方向リンクの一つと同じ周波数帯域には含まれない逆方向リンク、例え
ば逆方向リンク１１０ｃを介して車両１０２ｘからフィードバック情報を受信することが
できる。
【００３０】
　したがって、上記のことから、一般に、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は
、選択された任意の順方向リンク１０８、逆方向リンク１１０、メッセージングプロトコ
ル及び／又はデータを分散又はハイブリッド形式で輸送機関にデータを送信しかつ該輸送
機関からフィードバック情報を受信するための配信スキームの任意の好適な組み合わせを
利用することができる。ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４及びその選択並びに
１以上の順方向リンク１０８及び逆方向リンク１１０、メッセージングプロトコル及び／
又はハイブリッド通信ディストリビュータ１０４とオンボードデバイス１１８との間のデ
ータ配信のための配信スキームは、本開示の後の節でより詳細に説明する。
【００３１】
　ここで輸送機関１０２を参照すると、輸送機関１０２（例えば、輸送機関１０２ｘ）の
一部又は全部は、それぞれ、輸送機関１０２ｘに受信され、かつ、特定のオンボードデバ
イス１１８への配信を目的とするデータを管理するためのそれぞれのオンボードノード１
２０を備えることができる。オンボードノード１２０は、実行中にオンボードデバイス１
１８によって生成されかつ輸送機関１０２ｘから送信されるデータを管理することができ
る。さらに、輸送機関１０２ｘ自体の内部において、オンボードノード１２０は、オンボ
ードデバイス１１８への及び該デバイスからのデータの通信を、例えば輸送機関１０２ｘ
内に収容される１以上の通信ネットワークを使用することによって管理することができる
。実施形態では、オンボードノード１２０は、輸送機関１０２ｘに固定接続された１以上
のトランシーバ又はモデムに通信接続され、また輸送機関１０２ｘ内に収容される１以上
の有線及び／又は無線通信ネットワークに通信接続される１以上のコンピューティングデ
バイスを備えることができる。実施形態では、オンボードノード１２０は、オンボードデ
ータ配布システム又は「ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴＲＩＢＵＴＩＯＮ　ＳＹＳ
ＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ」という名称の上記同時係属米国特許出願第１３／６７５
２００号に記載されたデータ配信デバイスなどのデバイスに含まれる。
【００３２】
　場合によっては、オンボードノード１２０は、ハイブリッド通信コレクタ１２２を備え
ることができる。実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、非一時
的有形コンピュータ読み取り可能記憶媒体（例えば、メモリ）に記憶され、かつ、オンボ
ードノード１２０の１以上のプロセッサによって実行できるコンピュータ実行可能命令の
セットを含むことができる。ハイブリッド通信コレクタ１２２は、順方向リンク１０８及
びそれぞれのモデムの一つ以上を介して、コンテンツが特定のオンボードデバイス１１８
への配信を目的とするハイブリッド通信ディストリビュータ１０４によって提供される通
信を受信することができる。ハイブリッド通信コレクタ１２２は、受信デバイス１１８を
決定することができ、かつ、受信した通信のコンテンツを１以上のオンボードネットワー
クを介して受信デバイス１１８に配信させることができる。さらに、ハイブリッド通信コ
レクタ１２２は、フィードバックデータ又は情報を１以上の逆方向リンク１１０及びハイ
ブリッド通信ディストリビュータ１０４への配信用のそれぞれのモデムを介して伝送させ
ることができる。フィードバックデータ又は情報としては、例えば、順方向リンク１０８
の一つ以上を介して予め受信された任意の１以上の通信に関連付けられたデータ若しくは
情報、順方向リンク１０８の任意の一つ以上の状態若しくは条件を表すデータ若しくは情
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報、及び／又は逆方向リンク１１０の任意の一つ以上の状態若しくは条件を表すデータ若
しくは情報が挙げられる。
【００３３】
　ここで、輸送機関データ配信ネットワーク１０６を参照すると、実施形態では、輸送機
関データ配信ネットワーク１０６の少なくとも一部を地上位置に配置できる、例えば、パ
ケットネットワークルータ、光スイッチなどを地上の環境制御構造内に配置できる。実施
形態では、輸送機関データ配信ネットワーク１０６の少なくとも一部を非地上位置に配置
できる、例えば、ルーティングノードを衛星又は航空機に配置することができる。輸送機
関データ配信ネットワーク１０６は、パブリックネットワーク、プライベートネットワー
ク又は１以上のパブリックネットワークと１以上のプライベートネットワークの組合せを
含むことができる。輸送機関データ配信ネットワーク１０６は、通信ネットワーク、デー
タネットワーク、パケットネットワーク又はそれらの組合せを含むことができる。輸送機
関データ配信ネットワーク１０６は、ホストネットワークを含むことや、ピア・ツー・ピ
ア又は他のタイプのアドホックネットワークとすることができる。実際に、輸送機関デー
タ配信ネットワーク１０６は、データを配信するために任意の公知のネットワーク技術又
はその組み合わせを使用することができる。例えば、輸送機関データ配信ネットワーク１
０６は、１以上の構造体１１２とデータセンタ１０５又はデータセンタ１０５にあるハイ
ブリッド通信ディストリビュータ１０４との間でデータを配信するための任意の既知のネ
ットワーク技術又はその組み合わせを使用することができる。一般に、輸送機関データ配
信ネットワーク１０６は、通信可能に接続される複数のコンピューティングデバイスを含
むことができる。輸送機関データ配信ネットワーク１０６の１以上の部分は、実施形態で
は「ＧＲＯＵＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　ＦＯＲ　ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴＲＩＢ
ＵＴＩＯＮ」という名称の上記同時係属米国特許出願第１３／６７５１９０号に記載され
た地上ベースのシステムに含まれていてもよい。
【００３４】
　データセンタ１０５は、輸送機関データ配信ネットワーク１０６に通信接続でき、かつ
、通信接続状態の１以上のコンピューティングデバイスを含むことができるため、これら
のものは、他のネットワーク及び／又はコンピューティングデバイスに対して包括的に単
一の論理エンティティとして見える。実施形態では、データセンタ１０５は、ハイブリッ
ド通信ディストリビュータ１０４を備える。データセンタ１０５は、少なくとも部分的に
地上環境、例えば１以上の固定建物や構造物に配置できる。例えば、データセンタ１０５
の１以上の部分は、上記同時係属米国特許出願第１３／６７５１９０に記載された地上配
信ネットワークなどの地上配信ネットワークに含まれていてもよい。実施形態では、デー
タセンタ１０５の少なくとも一部は非陸上環境、例えば、航空機、人工衛星又は宇宙ステ
ーションに配置できる。しかしながら、データセンタ１０５は、静止、移動、輸送機関中
、地上、又は非地上かどうかを問わず、任意の好適な環境に設置できることは明らかであ
る。実施形態では、複数のデータセンタ１０５は、異なるタイプのデータ、異なる顧客、
異なる地理的領域又は任意の他の所望の若しくは好適なディファレンシエーションを処理
するためのハイブリッド通信システム１００に含まれていてもよい。
【００３５】
　データセンタ１０５、特にデータセンタ１０５に含まれるハイブリッド通信ディストリ
ビュータ１０４は、１以上のゲートウェイ１３０を介して１以上の他のネットワーク１３
２に通信接続できる。一般に、ゲートウェイ１３０は、通信接続状態の１以上のコンピュ
ーティングデバイスを含むことができ、かつ、ハイブリッド通信システム１００と１以上
の他のネットワーク１３２との間の境界として機能することができる。いくつかの実施形
態では、ゲートウェイ１３０に含まれるコンピューティングデバイスの少なくともいくつ
かは、データセンタ１０５にも含まれていてもよい。ゲートウェイ１３０と通信接続する
１以上の他のネットワーク１３２としては、例えば、インターネット、ＰＳＴＮ（公衆交
換電話網）及び／又はいくつかの他のパブリックネットワークが挙げられる。さらに又は
あるいは、１以上の他のネットワーク１３２としては、１以上のプライベートネットワー
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クが挙げられる。１以上のネットワーク１３２は、任意の数の有線及び／又は無線ネット
ワークを含むことができる。図１は、ゲートウェイ１３０を介して他のネットワーク１３
２に接続されるデータセンタ１０５を示しているが、ここに記載される技術及び原理は、
任意の所望の数の他のネットワーク１３２を有する及び／又は任意の数のゲートウェイ１
３０を介して任意の所望の数の他のネットワーク１３２と通信接続しているハイブリッド
通信システム１００にも同様に当てはまる。システム１００のいくつかの実施形態では、
ゲートウェイ１３０を省略してもよい。
【００３６】
　実施形態では、他のネットワーク１３２は、データを提供すること、例えば、ゲートウ
ェイ１３０を介して又は直接接続を介して輸送機関１０２ｘ内にある特定のデバイス１１
８に配信されるべきデータを提供することができる。一例では、他のネットワーク１３２
は、デバイス１１８がホームとなる地上セルラネットワークに通信接続されたＰＳＴＮで
あり、デバイス１１８に配信されるデータは、ホームシステムによって転送されるテキス
トメッセージ又は音声メールである。別の例では、他のネットワーク１３２は、デバイス
１１８のユーザがアクセスを要求するウェブサイトをホームとする１以上のコンピューテ
ィングデバイスにゲートウェイ１３０を介して通信接続され、ウェブサイトに関連する情
報（例えば、ウェブページ、オブジェクト及びその上のリンク）は、ユーザの要求に応じ
てデバイス１１８のユーザインターフェース上に提示するためにデバイス１１８に配信さ
れるべきである。さらに別の例では、他のネットワーク１３２は、ストリーミングメディ
アプロバイダに通信可能に接続され、ストリーミングビデオファイルは、ユーザインター
フェースでのデバイスユーザによる消費のためにオンボードデバイス１１８に配信される
べきデータである。もちろん、任意のタイプのデータ、例えば、テキストメッセージ、ウ
ェブページ、メディアコンテンツ、ストリーミングデータ、デバイス１１８のユーザイン
ターフェースで受信した以前の要求に対する応答、デバイス１１８のユーザインターフェ
ースに提示されるべきデータ、アプリケーション、設定又はデバイス１１８のユーザが他
のネットワーク１３２からダウンロードするように要求した他のソフトウェアを、輸送機
関１０２ｘ内にある指定されたデバイス１１８に配信するために任意の他のネットワーク
１３２によって（必要に応じて、ゲートウェイ１３０を介して）データセンタ１０５に提
供することができる。さらに、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４で受信される
オンボードデバイスからの戻りデータ又は情報（例えばユーザコントロール、リターンテ
キストメッセージ、要求又はコマンドなどのアクティブ化）は、他のネットワーク１３２
に配信できる（必要に応じてゲートウェイ１３０を介して）。
【００３７】
　図２は、輸送機関によって輸送されるデバイスに及び該デバイスから通信を提供するた
めの例示方法２００を示す。実施形態では、方法２００は、図１のハイブリッド通信シス
テム１００によって少なくとも部分的に実行されるが、方法２００のいくつか又は全ては
、システム１００以外の通信システムによって実行してもよい。実施形態では、方法２０
０の少なくとも一部は、データセンタ１０５によって又はデータセンタ１０５のハイブリ
ッド通信ディストリビュータ１０４によって実行できる。議論を容易にするために、以下
、方法２００を図１のシステム１００を同時に参照して説明するが、これは、多くの実施
形態の一つにすぎず、非限定的あると理解されたい。
【００３８】
　先に説明したように、通信に含まれるデータ又は情報の受信デバイスは、輸送機関に固
定接続されるコンピューティングデバイス（例えば、航空機のＬＲＵに含まれるデバイス
）であることができ、又は該デバイスは、輸送機関によって一時的に輸送されているスマ
ートフォン、タブレット、ラップトップコンピューティングデバイスなどのモバイルコン
ピューティングデバイスであることができる。実際には、デバイスは、データが輸送機関
に受信される及び／又は輸送機関から配信されるオンボードノードに通信接続される任意
のオンボード通信ネットワークに接続された任意のデバイスとすることができる。議論を
簡単にするために、限定目的ではなく、方法２００を、デバイス１１８が特定の輸送機関
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１０２ｘによって輸送されている例示的なシナリオにおいて以下で説明する。
【００３９】
　ブロック２０２では、特定の輸送機関１０２ｘによって輸送される特定のデバイス１１
８に配信されるべきコンテンツは、例えば、ネットワーク１３２、輸送機関データ配信ネ
ットワーク１０６、データセンタ１０５又は他の任意の好適なソースから受信できる。例
えば、データセンタ１０５又はデータセンタ１０５のハイブリッド通信ディストリビュー
タ１０４は、デバイス１１８に配信されるべきコンテンツを受信できる。受信されたコン
テンツは、デバイス１１８のユーザによって消費できる任意のタイプのデータ、例えばテ
キストメッセージ、ウェブページ、メディアコンテンツ、ストリーミングデータ、デバイ
ス１１８のユーザインターフェースで受信された以前の要求に対する応答及び／又はデバ
イス１１８のユーザインターフェースに提示されるべきデータを含むことができる。場合
によっては、受信されたコンテンツは、アプリケーション、設定、デバイス１１８のユー
ザがデバイス１１８にダウンロードするように要求した他のソフトウェア又は他のデータ
とすることができる。
【００４０】
　実施形態では、コンテンツは、受信されたコンテンツが特にデバイス１１８のみに配信
されるべきであるという指示に関連して受信される。例えば、受信されたコンテンツは、
１以上のパケット、メッセージ又は特定のデバイス１１８を特定的かつ単独に示し又は識
別する行先アドレスを含む他の通信形式で受信できる。場合によっては、特定のデバイス
１１８は、コンテンツを受信すべき輸送機関１０２のセットによって輸送される唯一のデ
バイスである。コンテンツ及びデバイス１１８の指示を受信すると、ハイブリッド通信デ
ィストリビュータ１０４は、デバイス１１８が現在輸送機関１０２ｘ（例えば機内にある
）によって輸送されていることを決定できる。
【００４１】
　ブロック２０５では、送信（例えば、メッセージ、パケット又は他の好適な通信フォー
マット）を、輸送機関データ配信ネットワーク１０６及び順方向リンク１０８を介して、
デバイス１１８が輸送されている輸送機関１０２ｘに送信させることができる。例えば、
ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、順方向送信を輸送機関１０２ｘに送るこ
とができる。順方向送信は、受信されたコンテンツの少なくとも一部及び順方向送信に含
まれるコンテンツが配信されるデバイス１１８の指示を含むことができる。順方向リンク
１０８、例えば、ＡＴＧの通信帯域の順方向リンク１０８ａ又は衛星通信帯域の順方向リ
ンク１０８ｂは、最初に割り当てられた周波数帯域によってサポートできる。実施形態で
は、順方向リンク１０８は、広帯域通信のために割り当てられた周波数帯域に含まれてい
てもよい。
【００４２】
　実施形態では、順方向送信は、マルチキャスト送信、例えば、複数の行先（輸送機関１
０２ｘを含む）に本質的に並列に送信される送信として送信できる。順方向送信は、そこ
に含まれるコンテンツがデバイス１１８にしか配信されず、輸送機関１０２ｘ内又は他の
輸送機関内にある他のデバイスには配信されなくても、複数の輸送機関１０２に対してマ
ルチキャストとすることができる。実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４は、デバイス１１８に配信されるコンテンツ及び順方向送信におけるデバイス１１
８の指示又は識別子を含むことができ、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、
順方向送信を順方向リンク、例えば、衛星通信帯域の順方向リンク１０８ｂにわたってマ
ルチキャストにすることができる。このように、マルチキャスト送信は、特定の輸送機関
１０２ｘ及び順方向送信がマルチキャストである周波数帯域に同調されたモデムを有する
１以上他の輸送機関１０２によって受信できる。マルチキャスト送信を受信するそれぞれ
の輸送機関１０２は、例えばマルチキャスト送信に含まれるデバイス１１８の指示に基づ
いて、マルチキャスト送信で運ばれるコンテンツが配信されるべきデバイス１１８が現在
機内にあるのかどうかを個別に決定することができる。実施形態では、複数の輸送機関内
にある複数の受信デバイスにそれぞれ配信される複数のコンテンツは、単一の順方向送信
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に多重化できる。
【００４３】
　ブロック２０８では、順方向リンクを介して輸送機関１０２ｘに送信された逆方向送信
に対応するフィードバック情報又はデータを受信することができる。実施形態では、フィ
ードバック情報は、順方向送信が送られた順方向リンクをサポートする周波数帯域とは異
なる割り当て周波数帯域でサポートされる逆方向リンクを介してハイブリッド通信ディス
トリビュータ１０４で受信される。例えば、ブロック２０５において、順方向送信が送ら
れる順方向リンクは、衛星通信リンクの順方向リンク１０８ｂであり、フィードバック情
報が受信されるブロック２０８での逆方向リンクは、ＡＴＧ逆方向リンク１１０ａ又はＷ
ｉ－Ｆｉ逆方向リンク１１０ｃであることができる。実施形態では、フィードバック情報
は、逆方向リンクを介して送信されるユニキャスト送信に含まれる。例えば、ユニキャス
ト送信は、選択されたリターンリンク１１０を介して輸送機関１０２ｘから送信できる。
その後、フィードバック情報は、例えば輸送機関データ配信ネットワーク１０６を介して
、ユニキャスト送信フォーマット又は別のフォーマットを使用してハイブリッド通信ディ
ストリビュータ１０４に配信できる。
【００４４】
　フィードバック情報は、実施形態では、順方向送信に対応する情報又はデータを含むこ
とができる（ブロック２０２）。例えば、フィードバック情報は、順方向リンクについて
輸送機関１０２ｘで受信された順方向送信に対応するシグナリング情報を含むことができ
、例えば、フィードバック情報は、順方向送信の受信確認や期待されたコンテンツが順方
向送信で受信されなかった指示などの逆方向シグナリングを含むことができる。したがっ
て、一方の周波数帯域の順方向リンクは、順方向データ又はペイロード配信リンクとして
機能することができ、また、他方の周波数帯域の逆方向リンクは、順方向データ又はペイ
ロード配信リンクに対応するシグナリングリンクとして機能することができる。このよう
に順方向及び逆方向リンクを異なる周波数帯域で使用すると、場合によっては、利用可能
な通信スペクトラムの効率的な使用を可能にすると共に、特定のハードウェア／ソフトウ
ェアの制約又は規制要件に適合することを可能にする。
【００４５】
　例えば、輸送機関１０２ｘ又は輸送機関１０２内にある様々なデバイスにそれぞれ配信
される複数の順方向データは、ブロードバンド順方向リンク（例えば、順方向衛星通信リ
ンク１０８ｂ）にわたって単一順方向送信に多重化できる。実施形態では、多重化順方向
送信は、複数の輸送機関１０２に対してマルチキャストにすることができる。順方向送信
に対応する逆方向シグナリングは、対応する高帯域幅逆方向リンクではなく低帯域幅方向
リンクを介して（例えば逆方向ＡＴＧリンク１１０Ａ又は逆方向Ｗｉ－Ｆｉリンク１１０
ｃを経由して）輸送機関１０２ｘ（又は輸送機関１０２）から送信できる（例えば、逆方
向シグナリングは、この例では逆方向衛星通信リンク１１０ｂを介して送信されない）。
場合によっては、ペイロードに対応する順方向シグナリングは、低帯域幅リンクを介して
ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４から送信できる（例えば、順方向ＡＴＧリン
ク１０８ａ又は順方向Ｗｉ－Ｆｉリンク１０８ｃ）。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、フィードバック情報としては、順方向送信を受信した順方向
リンクの送信の可用性、帯域幅及び／又は品質が挙げられる。例えば、オンボードデータ
配信ノード１２０は、順方向送信が受信された順方向リンクの品質を、誤り訂正、遅延及
び／又はコンテンツが期待されていたか又は期待されていなかったかどうかなどの、受信
された順方向送信特性に基づいて決定することができる。場合によっては、オンボードデ
ータ配信ノード１２０は、他のデータを介して、順方向リンクの品質（及び／又はその事
項について順方向リンクの可用性若しくは帯域幅）、例えば、順方向リンクを介して受信
された信号強度、リンクモニタによって検出された情報などを決定することができる。同
様に、オンボードデータ配信ノード１２０は、他の順方向リンク１０８及び／又は逆方向
リンク１１０のいずれか若しくは全ての送信の可用性、帯域幅及び／又は品質を決定する
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ことができる。
【００４７】
　ブロック２１０では、後の送信が輸送機関１０２ｘに配信されるべき順方向リンク（例
えば、「後の順方向リンク」）は、受信したフィードバック情報に基づいて選択できる。
実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４がフィードバック情報を受信
した後に（ブロック２０８）、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、受信した
フィードバック情報に基づいて、輸送機関１０２ｘへの後の送信を提供するために使用す
る後の順方向リンクを選択することができる。例えば、フィードバック情報が、順方向リ
ンクの一つの送信又は帯域幅の品質が閾値を下回ったことを示す場合には、その特定の順
方向リンクを、少なくとも特定の順方向リンクの品質や帯域幅が許容レベルに戻ったとい
う指示をハイブリッド通信ディストリビュータ１０４が受信するまで順方向リンクの選択
プールから削除することができる。
【００４８】
　実施形態では、後の順方向リンクは、後の順方向送信に含まれるコンテンツのタイプに
基づいて追加的に又は代替的に選択できる。例えば、第１順方向送信は、デバイス１１８
に配信されるべきテキストメッセージを含むことができるのに対し、後の順方向送信は、
輸送機関１０２ｘ内にある別のデバイスに配信されるべきストリーミングメディアコンテ
ンツを含むことができる。この例では、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、
テキストメッセージを配信するためにＡＴＧ順方向リンク１０８ａを選択することができ
（例えば、ＡＴＧ順方向リンク１０８ａが今のところ比較的小さなテキストメッセージを
サポートするのに十分な予備の帯域幅を有する場合）、また、ハイブリッド通信ディスト
リビュータ１０４は、ストリーミングメディアコンテンツを配信するために衛星順方向リ
ンク１０８ｂを選択することができる。というのは、衛星順方向リンク１０８ｂは、ＡＴ
Ｇ順方向リンク１０８ａよりも大きな帯域幅や速度を持つブロードバンド接続リンクとす
ることができ、これは比較的大きなメディアコンテンツを良好にサポートすることができ
るからである。例えば、衛星順方向リンク１０８ｂの帯域幅又は速度は、ＡＴＧ順方向リ
ンク１０８ａの２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、７倍よりも大きい又は７よりも大きい因
数で大きくてもよい。場合によっては、ハイブリッド通信ディストリビュータ１０４は、
後の順方向送信の特定のコンテンツのために許容できる待ち時間に基づいて順方向リンク
を選択することができる。例えば、ビデオなどの非リアルタイムメディアストリームは、
受信デバイスへの後の又は遅延配信のためにバッファリングできる。
【００４９】
　ブロック２１２では、後の順方向送信を、選択された順方向リンクを使用して輸送機関
１０２ｘに送る。例えば、後の順方向送信は、ブロック２０５に関して先に論じたような
方法で輸送機関１０２ｘに送信できる。
【００５０】
　輸送機関１０２ｘが輸送機関１０２ｘの動的動きを示す又は輸送機関１０２ｘが途中又
は出発元と行先との間であることを示す任意の状態である間に、方法２００のいずれか又
は全てを実行することができる。例えば、輸送機関１０２ｘは航空機であることができ、
そして輸送機関１０２ｘが複数の飛行状態のいずれか一つ、例えば、飛行中、上昇、下降
、ウエイト・オン・ホイール又は複数の可能なポート状態のいずれか一つの間に方法２０
０の少なくとも一部を実行することができる。
【００５１】
　一般的に「ポート状態」に関して、ここで使用するときに、「ポート」とは、輸送機関
が出発しかつ輸送機関が到着できる指定場所であることができる。ポートの例としては、
空港、積出港、鉄道の駅、病院、輸送ターミナル、バスターミナル、給油所、車両メンテ
ナンス又はサービスエリア、軍事基地、空母などが挙げられる。ここで使用するときに、
輸送機関の「ポート状態」は、一般に、輸送機関が輸送機関ポートの近傍（又はその近く
）にあることを示す輸送機関状態、例えば、輸送機関が離陸し、着陸し、地上走行し、駐
車し、ドッキングされ、港内にあり、貨物ヤード内にあるなどをいう。ポート状態は、輸
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送機関が静止している又は静止していないことを示すことができる。ポート状態は、例え
ば、輸送機関がポートの所定距離内にあることを決定することによって、例えば、輸送機
関の地理空間位置（例えば、全地球測位システム又はＧＰＳによって決定されるような）
を使用して及び／又はポートのトランシーバによって送信されるビーコン信号の存在及び
／又は信号強度を検出することによって決定できる。もちろん、航空機ではない輸送機関
は、それにもかかわらず、例えばボートが港の範囲内にある又はポートにドッキングされ
ているとき、トラックがガソリンスタンド又は秤量所にあるとき、又は輸送機関がポート
間を走行していないときにポート状態にあることができる。
【００５２】
　実施形態では、輸送機関１０２ｘがポート状態にある間に方法２００の全体を実行する
。実施形態では、輸送機関１０２ｘが動的運動状態にある間（例えば、飛行中、セーリン
グ中、又は高速道路に沿った移動中）に方法２００の全体を実行する。実施形態では、車
両１０２ｘが静止状態にある間（例えば、ゲートで停車、休憩所で駐車又は誘導路で停止
）に方法２００の全体を実行する。
【００５３】
　図３は、輸送機関によって輸送されているデバイスに及び該デバイスから通信を提供す
るための例示方法２２０を示す。実施形態では、方法２２０は、図１のハイブリッド通信
システム１００によって少なくとも部分的に実行されるが、方法２２０のいくつか又は全
ては、システム１００以外の通信システムによって実行されてもよい。実施形態では、方
法２２０の少なくとも一部は、オンボードノード１２０に含まれるハイブリッド通信コレ
クタ１２２によって実行される。実施形態では、方法２２０は、図２の方法２００の少な
くとも一部に関連して操作できる。議論を容易にするために、以下において方法２２０を
図１のシステム１００及び図２の方法２００を同時に参照して説明するが、この説明は、
多くの実施形態の一つにすぎず、非限定的であると理解されたい。
【００５４】
　前述のように、輸送機関で受信された通信に含まれる情報又はデータの受信デバイスは
、任意のオンボード通信ネットワークに通信接続され、次にオンボードノードに通信接続
され、これを介して通信が輸送機関に受信される任意のデバイスとすることができる。も
っぱら説明を容易にするために、ただし限定の目的ではなく、方法２２０は、デバイス１
１８が特定の輸送機関１０２ｘによって輸送されているモバイルコンピューティングデバ
イスである例示シナリオとの関連で以下に説明する。
【００５５】
　ブロック２２２では、輸送機関１０２ｘ内にあるモバイルデバイス１１８に配信される
べきコンテンツを含む順方向送信は、輸送機関１０２ｘで受信される。例えば、オンボー
ドノード１２０のハイブリッド通信コレクタ１２２は、デバイス１１８に配信されるべき
コンテンツを含む順方向送信を受信することができる。実施形態では、コンテンツは、デ
バイス１１８にのみ配信されるべきであり、輸送機関１０２ｘ内にある他のいずれのデバ
イスにも配信されるべきではない。コンテンツは、上記のように、デバイス１１８のユー
ザインターフェースに提示されるべきデータ、デバイス１１８によって保存される若しく
は実行されるデータ、又はデバイス１１８によって若しくはデバイス１１８のユーザによ
って利用される他の任意のデータを含むことができる。
【００５６】
　順方向送信は、輸送機関１０２ｘへの複数の順方向リンクのうちの一つ及び輸送機関１
０２ｘに固定接続されているそのそれぞれのモデムを介して受信できる（ブロック２２２
）。順方向送信が受信される順方向リンクは、第１割り当て周波数帯域によってサポート
できる（例えば、衛星通信帯域の順方向リンク１０８ｂ）。
【００５７】
　実施形態では、順方向送信は、マルチキャスト送信として輸送機関１０２ｘで受信でき
る（ブロック２２２）。マルチキャスト送信は、デバイス１１８に配信されるべきコンテ
ンツ及びターゲット又は受信デバイス１１８の指示又は識別子を含むことができる。実施



(19) JP 6359654 B2 2018.7.18

10

20

30

40

50

形態では、ターゲットデバイス１１８のコンテンツ及び指示は、マルチキャスト送信にお
いて、ターゲットデバイス１１８又は輸送機関１０２のいずれかの機内にある他のターゲ
ットデバイスに配信されることを目的とする他のコンテンツと共に多重化できる。特定の
輸送機関１０２ｘにおいて、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、コンテンツのターゲッ
トデバイス１１８のコンテンツ及び指示を、マルチキャスト送信を逆多重化した後、又は
いくつかの他の適切な技術を使用して順方向送信から所望の情報を抽出した後にリカバリ
できる。
【００５８】
　順方向送信に含まれるデバイス１１８の指示に基づいて、ハイブリッド通信コレクタ１
２２は、コンテンツが配信されるデバイス１１８が現在輸送機関１０２ｘ内にあるかどう
かを決定することができる。コンテンツが配信されるデバイスが輸送機関１０２ｘ内には
ないと決定される場合には、受信した順方向送信におけるさらなる処理を実行しなくても
よい。コンテンツが配信されるデバイス、例えばデバイス１１８が輸送機関１０２ｘ内に
あると決定される場合には、方法２２０は、受信した送信のコンテンツを輸送機関１０２
ｘ内に収容される１以上の通信ネットワークを介して受信又はターゲットデバイス１１８
に送信させることを含むことができる（ブロック２２５）。例えば、デバイス１１８が輸
送機関１０２ｘ内にあるＷｉ－Ｆｉネットワークに接続されたモバイルコンピューティン
グデバイスである場合には、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、ＩＥＥＥ８０２．１１
対応送信のコンテンツを含むことができ、かつ、送信をデバイス１１８に機内Ｗｉ－Ｆｉ
ネットワーク経由で提供することができる。さらに又はあるいは、Ｗｉ－Ｆｉ以外の機内
データ配信の他の例も可能である。実際に、方法２２０は、輸送機関１０２ｘ内において
、オンボードデバイスに受信コンテンツを配信する任意の手段及び／又は技術、例えば上
記同時係属米国特許出願第１３／６７５２００号に記載された手段及び／又は技術のいず
れかを使用することができる。
【００５９】
　ブロック２２８では、フィードバック情報を、輸送機関１０２ｘから送信させることが
できる。実施形態では、フィードバック情報は、順方向送信が受信された順方向リンクを
サポートする周波数帯域とは異なる割り当て周波数帯域によってサポートされる逆方向リ
ンクを使用して輸送機関１０２ｘから送信できる（ブロック２２２）。例えば、順方向リ
ンク（ブロック２２２）が衛星通信リンクの順方向リンク１０８ｂである場合には、フィ
ードバック情報が送信される逆方向リンク（ブロック２２８）は、ＡＴＧ逆方向リンク１
１０ａ又はＷｉ－Ｆｉ逆方向リンク１１０ｃとすることができる。実施形態では、フィー
ドバック情報は、逆方向リンクを介して送信されるユニキャスト送信に含まれる。例えば
、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、ユニキャスト送信を、選択されたリターンリンク
１１０を介して輸送機関１０２ｘから送信させることができる。
【００６０】
　先に図２に関して説明したように、フィードバック情報は、受信された順方向送信（ブ
ロック２２２）又は受信された他の順方向送信に対応する情報又はデータ、順方向送信（
ブロック２２２）が輸送機関１０２ｘに配信された順方向リンクに対応する情報又はデー
タ、他の順方向リンクに対応する情報又はデータ、１以上の逆方向リンクに対応するデー
タ及び／又は情報を含むことができる。例えば、フィードバック情報は、順方向リンク（
ブロック２２２）を介して輸送機関１０２ｘで受信された順方向送信に対応する逆方向シ
グナリング情報を含むことができ、例えば、フィードバック情報は、順方向送信の受信通
知を含むことができ、又は予想されるコンテンツが順方向送信で受信されなかったという
通知を含むことができる。このように、この例では、輸送機関１０２ｘは、順方向データ
又はペイロード配信リンクとして一方の周波数帯域の順方向リンクを利用することができ
、かつ、順方向データ又はペイロード配信リンクに対応するシグナリングリンクとして他
方の周波数帯域の逆方向リンクを利用することができる。
【００６１】
　実施形態では、輸送機関１０２ｘは、一方向通信リンクとして順方向リンク（例えば、
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ブロック２２２の順方向リンク）を利用することができる。例えば、輸送機関１０２ｘは
、順方向リンクを含む通信リンクに接続されているトランシーバ又はモデムを受信専用モ
ードで動作させることができる。輸送機関１０２ｘは、一方向の順方向リンクに対応する
逆方向リンク（例えば、ブロック２２８の逆方向リンク）として第２通信リンクを利用す
ることができる。輸送機関１０２ｘは、一方向リンクとして第２通信リンクを利用するこ
とができ（例えば、第２通信リンクに送信専用モードで接続されたトランシーバ又はモデ
ムを配置することによって）、又は輸送機関１０２ｘは、双方向リンクとして第２通信リ
ンクを利用することができる（例えば、第２通信リンクに接続されたトランシーバ又はモ
デムを受信モード及び送信モードの両方で使用することによって）。
【００６２】
　輸送機関１０２ｘは、第１及び第２通信リンクの多数の異なる構成及び数を利用して、
ここで説明するハイブリッド通信技術、例えば、通信が異なる通信周波数帯域の順方向及
び逆方向リンクを使用して輸送機関内にあるデバイスに及び該デバイスから配信される技
術を実現することができる。例えば、ここに記載された技術の少なくともいくつかは、論
理順方向リンクとして１以上の全二重（例えば、双方向）通信リンクを使用することによ
って及び対応する論理逆方向リンクとして論理順方向リンクの周波数帯域とは異なる１以
上の周波数帯域によってサポートされる１以上の他の全二重通信リンクを使用することに
よって実現できる。別の例では、ここに記載される技術の少なくともいくつかは、論理順
方向リンクとして１以上の一方向通信リンクを使用し、かつ、対応する論理逆方向リンク
としての論理順方向リンクの周波数帯域とは異なる１以上の周波数帯域によってサポート
される１以上の他の一方向通信リンクを使用して実現できる。さらに別の例では、１以上
の全二重通信リンクを論理順方向リンクとして使用でき、また、論理順方向リンクの周波
数帯域とは異なる１以上の周波数帯域によってサポートされる１以上の単方向通信リンク
を対応する論理逆方向リンクとして使用する。さらに別の例では、１以上の一方向通信リ
ンクは、論理順方向リンクとして使用でき、また、論理順方向リンクの周波数帯域とは異
なる１以上の周波数帯域によってサポートされる１以上の全二重通信リンクは、対応する
論理逆方向リンクとして使用される。
【００６３】
　ブロック２３０では、後の順方向送信は、輸送機関１０２ｘで受信できる。後の順方向
送信は、デバイス１１８に配信されるべき追加コンテンツを含むことができ、又は、後の
順方向送信は、輸送機関１０２ｘ内にある又は他の輸送機関１０２内にある他のデバイス
に配信されるべきコンテンツを含むことができる。後の順方向送信は、複数の順方向リン
クのうちの一つを介して輸送機関１０２ｘに受信でき、また、後の順方向送信を受信する
順方向リンクは、輸送機関１０２ｘから以前に送信されたフィードバック情報に基づいて
選択されていてもよく（ブロック２２８）及び／又は追加のコンテンツのタイプに基づい
て選択されていてもよい。このように、ブロック２３０の順方向リンクは、ブロック２２
２の同じ順方向リンクであってもよいし、異なる順方向リンクであってもよい。
【００６４】
　ハイブリッド通信コレクタ１２２は、後の順方向送信のコンテンツが配信されるべきデ
バイスが現在輸送機関１０２ｘ内にあるかどうかを、例えばブロック２２５に関して上述
したのと同様の方法で決定できる。コンテンツが配信されるべきデバイスが輸送機関１０
２ｘ内にないと決定される場合には、後の送信について追加の処理を実行しなくてもよい
。コンテンツが配信されるべきデバイス、例えばデバイス１１８が輸送機関１０２ｘ内に
ある場合には、方法２２０は、受信した後の送信のコンテンツを、例えばブロック２２５
に関して上述したのと同様の方法で、輸送機関１０２ｘ内に収容される１以上の通信ネッ
トワークを介して受信又はターゲットデバイス１１８に送信させることを含むことができ
る（ブロック２３２）。
【００６５】
　実施形態では、ブロック２３２の後に、方法２２０は、後のフィードバック情報を、輸
送機関１０２ｘから送信させることを含むことができる（図示せず）。後のフィードバッ
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ク情報は、後の順方向送信、後の順方向送信が輸送機関１０２ｘに配信された順方向リン
ク、他の順方向リンク及び／又は１以上の逆方向リンクに対応するデータ又は情報を含む
ことができる。例えば、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、後のフィードバック情報を
、ブロック２２８に関して説明したのと同様の方法で、ハイブリッド通信ディストリビュ
ータ１０４への配信のために選択された逆方向リンクを使用して輸送機関１０２ｘから送
信させることができる。一実施形態では、その後、ハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４は、後のフィードバック情報を利用して次の順方向リンクを選択することができる
。
【００６６】
　方法２００と同様に、方法２２０のいずれか又は全ての部分を、輸送機関１０２ｘが輸
送機関１０２ｘの動的な動きを示す任意の状態、例えば飛行状態又は輸送機関１０２ｘが
ポート間で移動していることを示す状態である間に実行することができる。輸送機関１０
２ｘが任意のポート状態にある間に方法２２０のいずれか又は全てを実行することができ
る。輸送機関１０２ｘは静止状態にある間（例えば、ゲートで停車、ポートにドッキング
又は誘導路に停止）に方法２２０のいずれか又は全てを実行することができる。
【００６７】
　実施形態では、輸送機関によって輸送されているデバイスに通信を提供するための上記
技術の１つ以上は、輸送機関でモデム又はトランシーバを効率的に使用するように、例え
ば輸送機関の１以上のモデム／トランシーバの使用を最小限に抑えるように構成できる。
図４は、輸送機関での効果的なモデム又はトランシーバの使用のための例示方法２４０を
示す。実施形態では、方法２４０は、図１のハイブリッド通信システム１００によって少
なくとも部分的に実行されるが、方法２４０のいくつか又は全ては、システム１００以外
の通信システムによって実行してもよい。実施形態では、方法２４０の少なくとも一部は
、例えば輸送機関１０２ｘのオンボードノード１２０又はオンボードノード１２０に含ま
れるハイブリッド通信コレクタ１２２により輸送機関で実行される。実施形態では、方法
２４０は、図２～３に記載された一方又は両方の少なくとも一部に関連して操作できる。
議論を容易にするために、方法２４０は、図１～３を同時に参照して以下に説明するが、
この説明は、多くの実施形態の一つに過ぎず、非限定的であると理解されたい。さらに、
もっぱら議論を容易にするために、ただし限定の目的ではなく、方法２４０は、例えば、
モデム又はトランシーバの使用が特定の輸送機関１０２ｘに最適化される例示シナリオの
状況で説明する。
【００６８】
　米国及び他の管轄区域において、輸送機関１０２ｘがポート状態のときに（例えば、ポ
ート又はその付近に近接して位置するとき）、輸送機関１０２ｘは、輸送機関１０２ｘ内
にあるどのトランシーバ又はモデムが送信を許可されるのかについての政府、ポート及び
他の規制当局によって発布される規制を遵守することが要求される。例えば、航空機のト
ランシーバ又はモデムは、航空機がゲートに停車している間又は空港で地上走行している
間には衛星周波数帯域にわたって送信できない。したがって、規制を遵守するために、輸
送機関１０２ｘは、航空機がゲートで停車し又は空港近くで停車している間には、衛星周
波数帯域に同調されたモデム又はトランシーバの送信機能を無効化することができる。
【００６９】
　しかし、典型的には、輸送機関１０２ｘがポートに又はポート付近にある間に輸送機関
１０２ｘのモデム又はトランシーバが受信することが可能かどうかについて制限は認めら
れていない。したがって、輸送機関１０２ｘがゲートに停車し、地上走行し又はいくつか
の他のポート状態にある間に、輸送機関１０２ｘは、高帯域幅の周波数帯域（広帯域通信
のために割り当てられた衛星通信周波数帯域又は他の周波数帯域など）の順方向帯域を利
用して輸送機関１０２ｘにデータを受信することができる。このように、輸送機関１０２
ｘは、一方の周波数帯域における高速一方向の順方向リンクを使用してデータを受信する
ことができ、かつ、対応する逆方向リンクとして異なる周波数帯域内の他方の通信リンク
を使用することができる。例えば、輸送機関１０２ｘがポート状態にある間に、高速衛星
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通信リンクの順方向リンク１０８ｂは、輸送機関１０２ｘに対する高速データ配信のため
に利用でき、また、低速ＡＴＧ逆方向リンク１１０ａ又はＷｉ－Ｆｉ逆方向リンク１１０
ｃは、順方向リンク１０８ｂに対応する逆方向リンクとして利用できる。低速逆方向リン
クは、一方向の逆方向リンクとして輸送機関１０２ｘによって利用でき（例えば、輸送機
関１０２ｘは、低速逆方向リンクに接続されたモデム又はトランシーバを送信専用モード
で動作させることができる）、又は低速逆方向リンクは、双方向リンクとして輸送機関に
よって利用できる（例えば、輸送機関１０２ｘは、低速逆方向リンクに接続されたモデム
又はトランシーバを送受信モードで動作させることができる）。実施形態では、高速順方
向リンクの帯域幅又は速度は、逆方向リンクよりも２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、７倍
大きくてよく又は７よりも大きい因数で大きくてもよい。
【００７０】
　これにより、輸送機関１０２ｘがポート状態にある間に、輸送機関１０２ｘにデータを
ロードする高速、一方向の順方向リンクの使用及び低速逆方向リンクの対応する使用には
、異なる通信リンクが輸送機関ポートで輸送機関１０２ｘに電子データを配信するのに必
要な時間を短縮できるという様々な能力の利点があると同時に、送信規制を完全に遵守す
ることができる利点がある。このように、輸送機関１０２ｘで異なるモデム又はトランシ
ーバを使用することが最適化されるため、データ配信時間が短縮され、しかも輸送機関１
０２ｘがその後の走行脚のためにさらに迅速に準備できる。
【００７１】
　上記を考慮して、方法２４０は、輸送機関１０２ｘがポート状態であると決定すること
ができる（ブロック２４２）。実施形態では、輸送機関１０２ｘのオンボードノード１２
０又はオンボードノード１２０に含まれるハイブリッド通信コレクタ１２２は、例えば輸
送機関１０２ｘの輸送状態を監視し決定するように構成される輸送機関１０２ｘ内にある
ＧＰＳ受信機、センサ又は他のコンピューティングデバイスから情報を受信することによ
って、輸送機関１０２ｘが複数のポート状態の一つの状態にあることを決定できる。
【００７２】
　ブロック２４５では、輸送機関１０２ｘにデータを配信するための第１通信リンクを、
例えば輸送機関１０２ｘに固定接続されかつ第１周波数帯域に同調される第１モデムで確
立することができる。実施形態では、第１通信リンクは、第１無線通信リンクである。例
えば、輸送機関１０２ｘがポート状態であると決定された後に（ブロック２４２）、オン
ボードノード１２０又はハイブリッド通信コレクタ１２２は、第１モデムが受信専用の状
態であることを確保することができ、かつ、第１モデムを使用して、第１周波数帯域にわ
たって、ポートに設けられかつ輸送機関１０２ｘの外部にあるポートトランシーバ又はモ
デムと共に一方向の順方向通信リンク１０８を確立することができる。実施形態では、一
方向の順方向リンク１０８は、衛星通信プロトコル又は他の広帯域プロトコルなどの広帯
域プロトコルをサポートする。さらに、ポートトランシーバ又はモデムは、一方向の順方
向リンク１０８のポート端部で、例えば輸送機関データ配信ネットワーク１０６を介して
データセンタ１０５又はデータセンタ１０５でのハイブリッド通信ディストリビュータ１
０４と通信接続された状態にあることができる。このように、無線一方向順方向通信リン
ク１０８は、デバイス１１８が輸送機関１０２ｘによって輸送されている間に、データセ
ンタ１０５（又はデータセンタ１０５でのハイブリッド通信ディストリビュータ１０４）
から輸送機関１０２ｘ、オンボードノード１２０、ハイブリッド通信コレクタ１２２、輸
送機関内にある受信デバイス、例えばデバイス１１８、又はデバイス１１８にインストー
ルされかつ特にサービスをサポートするように構成されるビヒクルトラベルアプリケーシ
ョン（ＶＴＡ）への論理順方向リンクの少なくとも一部をサポートできる。実施形態では
、論理順方向データリンクは、データトンネルの順方向リンクであることができる（デー
タトンネルは、図６に関連してさらに完全に説明されている）。
【００７３】
　ブロック２４８では、第２通信リンクを、輸送機関１０２ｘに固定接続されかつ第１周
波数帯域とは異なる第２周波数帯域に同調される第２モデムで確立することができる。実
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施形態では、第２通信リンクは、第２無線通信リンクであることができる。第２通信リン
クは、一方向（送信専用）逆方向リンクであることができ、又は第２通信リンクは、逆方
向リンクを含む双方向リンクであることができる。例えば、輸送機関１０２ｘがポート状
態であると決定された後（ブロック２４２）に、オンボードノード１２０又はハイブリッ
ド通信コレクタ１２２は、第２モデムを使用して、第２周波数帯域にわたって、ポートに
設けられかつ輸送機関１０２ｘの外部にある別のポートトランシーバ又はモデムとの第２
通信リンクを確立することができる。実施形態では、第２ポートトランシーバ又はモデム
は、例えば輸送機関データ配信ネットワーク１０６を介して、データセンタ１０５又はデ
ータセンタ１０５でのハイブリッド通信ディストリビュータ１０４と通信接続状態にある
。このように、逆方向通信リンク１１０は、輸送機関１０２ｘ、オンボードノード１２０
、ハイブリッド通信コレクタ１２２、デバイス１１８、又はデバイス１１８でのＶＴＡか
らデータセンタ１０５又はハイブリッド通信データセンタ１０５でのディストリビュータ
１０４までの論理逆方向リンクの少なくとも一部をサポートすることができる。実施形態
では、論理逆方向データリンクは、論理順方向データトンネルリンクが含まれるデータト
ンネルの逆方向リンクであることができる。
【００７４】
　ブロック２５０では、方法２４０は、輸送機関１０２ｘがポート状態にある間にデータ
が輸送機関１０２ｘに受信できる順方向リンクとして第１通信リンクを使用することを含
むことができる。データは、輸送機関内にあるデバイスに配信されるべきコンテンツを含
むことができる。実施形態では、コンテンツの配信先となるデバイスは、輸送機関１０２
ｘに固定接続されるオンボードデータ記憶装置であることができる。一つのシナリオでは
、受信されたデータは、オンボードエンターテイメント記憶データベース又はデータデバ
イスでの保存のために配信されるべきエンターテイメントメディアコンテンツを含むこと
ができ、別のシナリオでは、受信したデータは、輸送機関１０２ｘ内にあるナビゲーショ
ンシステムに配信されるべき更新されたマップ又はチャートを含むことができる。実施形
態では、一方向順方向リンクを介して輸送機関１０２ｘに受信されたデータは、輸送機関
１０２ｘ内にある複数のデバイスにそれぞれ配信されるべき多重化コンテンツデータを含
むことができる。この実施形態では、オンボードノード１２０又はオンボードノード１２
０のハイブリッド通信コレクタ１２２は、受信した多重化送信を逆多重化できる。実施形
態では、受信されたデータは、特定のモバイルコンピューティングデバイスのみに配信さ
れるべきコンテンツを含むことができる。実施形態では、受信されたコンテンツは、輸送
機関１０２ｘが仕向ポートに向かう途中に輸送機関１０２ｘの仕向ポートに、輸送機関デ
ータ配信システム１０６又は他のネットワークによって、例えば「ＧＲＯＵＮＤ　ＳＹＳ
ＴＥＭ　ＦＯＲ　ＶＥＨＩＣＬＥ　ＤＡＴＡ　ＤＩＳＴＲＩＢＵＴＩＯＮ」という名称の
上記同時係属米国特許出願第１３／６７５１９０号に記載された技術の一つ以上を使用す
ることによって配信されていることができる。
【００７５】
　場合によっては、データは、マルチキャスト送信で一方向通信リンクにわたって輸送機
関１０２ｘに受信できる。例えば、サービスプロバイダは、輸送機関が特定のポートに到
着したときに輸送機関団の全てでオンボードエンターテインメントの提供を更新すること
を望む場合がある。サービスプロバイダは、高帯域幅順方向リンクでマルチキャスト送信
を使用して、ポートに停車している輸送機関団の全てに更新されたオンボードエンターテ
イメントコンテンツを配信することができる。別の例では、重要なソフトウェアの更新は
、輸送機関内の特定のＬＲＵに配信される必要がある場合がある。ソフトウェアの更新は
、高速順方向リンクを使用して、ポートで停車しかつ特定のＬＲＵを含む全ての輸送機関
にマルチキャストすることができる。実施形態では、一方向通信リンクを介して輸送機関
１０２ｘで受信されたマルチキャスト送信は、受信デバイスの指示を含むことができ、ま
た、オンボードノード１２０又はハイブリッド通信コレクタ１２２は、受信デバイスが輸
送機関１０２ｘ内にあるか否かを決定することができる。受信デバイスが輸送機関１０２
ｘ内にはない場合には、マルチキャスト送信を停止し又はそうでなければ無視することが
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できる。
【００７６】
　受信デバイスが輸送機関１０２ｘ内にあると決定されたときに、方法２４０は、実施形
態では、受信されたデータを、第１一方向通信リンクを介して、例えば輸送機関１０２ｘ
内に収容される１以上の通信ネットワークを介して受信デバイスに配信させることを含む
ことができる。例えば、方法２４０は、上記同時係属米国特許出願第１３／６７５２００
号に記載されたオンボードデータ配信技術のいずれかを利用することができる。
【００７７】
　ブロック２５２では、方法２５０は、輸送機関１０２ｘが複数のポート状態の一つにあ
る間にフィードバック又は第２データを輸送機関１０２ｘから送信することができる順方
向リンクに対応する逆方向リンクとして第２通信リンクを使用することを含むことができ
る。例えば、受信したデータの受信確認を、逆方向リンクを介してシグナリングすること
ができ、又は受信したデータに相当する任意の他の好適な逆方向シグナリング（ブロック
２５０）を、逆方向リンク（ブロック２５２）を介して送信することができる。実施形態
では、第１通信リンクの帯域幅又は速度は、第２通信リンクの２倍、３倍、４倍、５倍、
６倍、７倍よりも大きく又は７よりも大きい因数で大きくてもよい。
【００７８】
　図５は、輸送車両でのモデム又はトランシーバの使用を最適化するための例示方法２６
０を示す。実施形態では、方法２６０は、図１のハイブリッド通信システム１００によっ
て少なくとも部分的に実行されるが、方法２６０のいくつか又は全ては、システム１００
以外の通信システムによって実行されてもよい。実施形態では、方法２４０の少なくとも
一部は、データセンタ１０５によって又はデータセンタ１０５に含まれるハイブリッド通
信ディストリビュータ１０４によって実行される。実施形態では、方法２６０は、図２～
４に記載された方法の１以上の少なくとも一部に関連して操作できる。議論を容易にする
ために、方法２６０は、図１～４を同時に参照して以下に説明するが、この説明は、多く
の実施形態の一つに過ぎず、非限定的であると理解されたい。また、議論を容易にするた
めのみに、限定の目的ではなく、方法２６０は、モデム又はトランシーバの使用が複数の
輸送機関１０２の特定の輸送機関１０２ｘで最適化される例示シナリオとの関連で以下に
説明する。
【００７９】
　ブロック２６２では、輸送機関１０２ｘが複数のポート状態のうちの一つにあるという
決定を行うことができる。例えば、データセンタ１０５又はデータセンタ１０５でのハイ
ブリッド通信ディストリビュータ１０４は、輸送機関がポート状態であることを別のコン
ピューティングデバイス、センサ又はデータソースから輸送機関の状態の指示を受信する
ことによって決定できる。
【００８０】
　ブロック２６５では、データ通信トンネルがデータセンタ１０５と輸送機関１０２ｘと
の間で確立できる。例えば、データ通信トンネルは、データセンタ１０５又はデータセン
タでのハイブリッド通信ディストリビュータ１０４であることができる、輸送機関１０２
ｘ内にはない第１末端部を備えることができる。データ通信トンネルは、輸送機関１０２
ｘ内にある第２末端部を備えることができる。輸送機関１０２ｘ内にあるデータ通信トン
ネルの末端部は、例えば、輸送機関１０２ｘのオンボードノード１２０、ハイブリッド通
信コレクタ１２２、デバイス１１８又はデバイス１１８で実行されるＶＴＡであることが
できる。
【００８１】
　方法２６０によって確立できる又はそうでなければハイブリッド通信システム１００若
しくは別のハイブリッド通信システムで確立できる例示データ通信トンネル６００のブロ
ック図を図６に提供する。ここで使用するときに、用語「データ通信トンネル」、「デー
タトンネル」及び「トンネル」は、例えば輸送機関１０２ｘの外部にあるノード又はデー
タセンタ６０２と輸送機関１０２ｘ内にあるノード６０４との間のカプセル化伝送路又は
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論理接続をいうために区別なく使用される。場合によっては、データ通信トンネル６００
は、輸送機関１０２ｘの外部にある第１エンドポイントを有するカプセル化伝送路又は論
理接続であることができる。例えば、データトンネルの第１エンドポイントは、データセ
ンタ６０２であってもよいし、データセンタ６０２でのハイブリッド通信ディストリビュ
ータ６０６であってもよい。実施形態では、ハイブリッド通信ディストリビュータ６０６
は、図１のハイブリッド通信ディストリビュータ１０４であることができる。
【００８２】
　データ通信トンネル６００は、輸送機関１０２ｘ内に配置される第２エンドポイントを
有することができる。例えば、データトンネル６００の第２エンドポイントは、オンボー
ドノード６０４であってもよいし、オンボードノード６０４上で実行されるアプリケーシ
ョン６０８、例えばオンボードノード１２０で実行されるハイブリッド通信コレクタ１２
２であってもよい。場合によっては、データトンネル６００の第２エンドポイントは、受
信デバイス１１８であってもよいし、受信デバイス１１８で実行するＶＴＡ又は他のアプ
リケーションであってもよい。
【００８３】
　データトンネル６００は、一実施形態では、２つのエンドポイント間でトンネリングプ
ロトコルを利用することにより実現できる。トンネリングプロトコルのパケット又は送信
は、トンネル６００をサポートする通信リンクによって使用されるパケット又は他のプロ
トコルの送信内でカプセル化できる。一例として、図１及び図６を同時に参照すると、ハ
イブリッド通信ディストリビュータ１０４と輸送機関１０２ｘ内にあるデバイス１１８と
の間の例示データトンネルは、データトンネルプロトコルを使用するデータトンネル順方
向リンク６１０を含むことができる。データトンネルプロトコルの順方向パケットは、デ
ータトンネル順方向リンク６１０をサポートする様々な順方向リンクによって使用される
それぞれのプロトコル、例えば、車両データ配信ネットワーク１０６、選択された順方向
リンク１０８及び輸送機関１０２ｘのキャビン内あるＷｉ－Ｆｉリンクにより使用される
それぞれのプロトコルによってカプセル化できる。同様に、ハイブリッド通信ディストリ
ビュータ１０４とデバイス１１８との間のデータトンネル逆方向リンク６１２は、輸送機
関１０２ｘのキャビン内のＷｉ－Ｆｉ逆方向リンク、選択された逆方向リンク１１０及び
輸送機関データ配信ネットワーク１０６によってサポートでき、例えば、これらの様々な
サポート逆方向リンクで利用されるプロトコルのそれぞれは、逆方向のデータトンネルプ
ロトコルパケットをカプセル化する。
【００８４】
　データトンネル６００がハイブリッド通信システム１００に含まれる実施形態では、デ
ータトンネル順方向リンク６１０は、データトンネル逆方向リンク６１２をサポートする
１以上の通信リンクとはプロトコル及び／又は周波数帯域の点で異なる１以上の通信リン
クによってサポートできる。さらに、データトンネル順方向リンク６１０及びデータトン
ネル逆方向リンク６１２は、それぞれのサポートメッセージ配信方式（例えば、マルチキ
ャスト又はユニキャスト）の点で異なっていてもよく、及び／又は使用されるサポート通
信リンクの数（例えば、データトンネル順方向リンク６１０における複数のサポート通信
リンク及びデータトンネル逆方向リンク６１２における１のサポート通信リンク）の点で
相違することができる。それにもかかわらず、一実施形態では、データセンタ６０２とオ
ンボードノード６０４との間のデータトンネル６００は、場合によっては、１の論理デー
タトンネル順方向リンク６１０又はデータの順方向ストリーム及び１の論理データトンネ
ルリンク６１２又はデータの逆方向ストリームを有するものであると論理的に提示できる
（例えば、ソフトウェアアプリケーションで）。
【００８５】
　順方向データ６１４、又はデータトンネル順方向リンク６１０でオンボードノード６０
４に送信されるデータとしては、例えば次のものが挙げられる：（ｉ）オンボードノード
６０４に通信接続されている１以上のオンボード受信デバイスに配信するためのコンテン
ツ６１８、ここで、コンテンツ６１８は、任意のタイプのデータ、例えばテキストメッセ
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ージ、ウェブページ、メディアコンテンツ、ストリーミングデータ、オンボードデバイス
のユーザインターフェースで受信された前の要求に対する応答、オンボードデバイスのユ
ーザインターフェースに提示されるべきデータ、アプリケーション、設定、オンボードデ
バイスのユーザがダウンロードすることを要求した他のソフトウェア等を含むことができ
る；（ｉｉ）コンテンツ６１８及びデータトンネル６００を介したコンテンツ６１８の配
信に対応するシグナリング情報６１６；（ｉｉｉ）コンテンツ６１８が配信される１以上
のオンボード受信デバイスを識別するデバイス情報６２０ａ；及び／又は（ｉｖ）データ
トンネル６００自体の利用に対応する他の順方向シグナリング情報６１６（例えば、可用
性、送信の品質、帯域幅管理等）。
【００８６】
　逆方向データ６２２又はデータトンネル逆方向リンク６１２でデータセンタ６０２に送
信されるデータとしては、例えば次のものが挙げられる：（ｉ）配信されたコンテンツ６
１８に対応する及び／又はデータトンネル６００の使用に対応するフィードバック情報６
２４（例えば、可用性、送信の品質、帯域幅管理等）；（ｉｉ）オンボードデバイスから
のコンテンツ要求６２６、ここで、該コンテンツ要求６２６は、オンボードデバイスのユ
ーザ又はオンボードデバイス自体によって生成される；及び／又は（ｉｉｉ）コンテンツ
要求６２６を生成するオンボードデバイスを識別するデバイス情報６２０ｂ。
【００８７】
　順方向データ６１４及び逆方向データ６２２のいくつかの具体的例を上記したが、デー
タトンネル順方向リンク６１０及びデータトンネル逆方向リンク６１２は、トンネル６０
０のエンドポイント間で任意の所望のタイプのデータを運ぶことができること解される。
さらに、順方向データ６１４は、例えば効率性及び適時性のために、分割され、集約され
、多重化され又は任意の数のデータ構造、パケット若しくはメッセージに組み合わせてよ
い。同様に、逆方向データ６２２は、追加的又は代替的に、分割し、集約され、多重化さ
れ、又は任意の数のデータ構造、パケット若しくはメッセージに組み合わせてもよい。さ
らに、実施形態では、複数のデータトンネルは、２つのエンドポイント間で確立できる。
例えば、データセンタ６０２又はその中に含まれるハイブリッド通信ディストリビュータ
６０６は、特定の輸送機関１０２ｘでノード６０４との複数のデータ通信トンネルを確立
することができ、及び／又は複数の輸送機関１０２で複数のノードとの複数のデータ通信
トンネルを確立することができる。
【００８８】
　ここで、方法２６０のブロック２６５を参照すると、確立されたデータ通信トンネルは
、データトンネル順方向リンク及びデータトンネル逆方向リンク、例えば、順方向リンク
６１０及び図６に関連して説明した逆方向リンク６１２を含むことができる。データトン
ネル順方向リンク６１０は、輸送機関１０２ｘに固定接続されかつ受信専用モードで作動
される第１モデムに接続された順方向通信リンク１０８によってサポートできる。このよ
うに、データトンネル順方向リンク６１０は、一方向順方向通信リンク１０８によってサ
ポートできる。データトンネル逆方向リンク６１２は、輸送機関１０２ｘに固定接続され
る第２モデムに接続された逆方向通信リンク１１０によってサポートできる。第２モデム
は、送信専用モードで動作でき、又は送信及び受信モードの両方で動作できる。第１及び
第２モデムは、異なる周波数帯域に同調できるため、順方向リンク１０８（データトンネ
ル順方向リンク６１０をサポートする）及び逆方向リンク１１０（データトンネル逆方向
リンク６１２をサポートする）は、それら自体が異なる周波数帯域及びプロトコルによっ
てサポートされる。
【００８９】
　輸送機関がポート状態であると決定されたときに（ブロック２６２）、順方向データは
、輸送機関１０２ｘの外部にあるデータトンネルのエンドポイントから、輸送機関１０２
ｘ内にある（ブロック２６８）データトンネルのエンドポイントに配信できる。例えば、
順方向データは、データセンタ１０５又はハイブリッド通信ディストリビュータ１０４か
らオンボードノード１２０、ハイブリッド通信コレクタ１２２、ターゲットオンボードデ
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バイス又はターゲットオンボードデバイスで実行するアプリケーションの一つに配信でき
る。配信された順方向データは、例えば、任意のタイプ又は全てのタイプの順方向データ
６１４を含むことができる。
【００９０】
　輸送機関がポート状態であると決定されたときに（ブロック２６２）、逆方向フィード
バック情報又はデータは、輸送機関１０２ｘ内にあるデータトンネルのエンドポイントか
ら、輸送機関１０２ｘの外部（ブロック２６８）にあるデータトンネルのエンドポイント
に配信できる。例えば、逆方向データは、オンボードノード１２０、ハイブリッド通信コ
レクタ１２２、ターゲットオンボードデバイス１１８又はターゲットオンボードデバイス
で実行するアプリケーション（例えばＶＴＡ）の一つからデータセンタ１０５又はハイブ
リッド通信ディストリビュータ１０４に配信できる。配信された逆方向データは、例えば
、任意のタイプ又は全タイプの逆方向データ６２２を含むことができる。
【００９１】
　図７は、コンテンツを輸送機関内にあるデバイスに分散又はハイブリッド方法で配信す
るための例示方法２８０を示す。実施形態では、方法２８０は、図１のハイブリッド通信
システム１００によって少なくとも部分的に実行されるが、方法２８０のいくつか又は全
ては、システム１００以外の通信システムによって実行されてもよい。実施形態では、方
法２８０の少なくとも一部は、データセンタ１０５又はデータセンタ１０５に含まれるハ
イブリッド通信ディストリビュータ１０４によって実行される。実施形態では、方法２８
０は、図２～５に記載された方法の１以上の少なくとも一部及び／又は図６のデータトン
ネル６００と連動して動作できる。議論を容易にするために、方法２８０は、図１～６を
同時に参照して以下に説明するが、この説明は、多くの実施形態の一つにすぎず、非限定
的であると理解されたい。さらに、議論を容易にするためのみに、限定の目的ではなく、
方法２８０は、データが複数の輸送機関１０２の特定の輸送機関１０２ｘ内にあるデバイ
ス１１８に配信されるべき例示シナリオとの関連で以下に説明する。
【００９２】
　ブロック２８２では、輸送機関１０２ｘによって輸送されるデバイス１１８に配信され
るべきコンテンツを得ることができる。例えば、デバイス１１８に配信されるべきコンテ
ンツは、データセンタ１０５又はデータセンタ１０５のハイブリッド通信ディストリビュ
ータ１０４よって、例えば外部ネットワーク１３２、輸送機関データ配信ネットワーク１
０６若しくは他の好適なソースからコンテンツを受信することによって、又はデータセン
タ１０５自体から若しくはいくつかの他のデータ記憶エンティティからコンテンツを得る
ことにより得ることができる。コンテンツが配信されるべきデバイス１１８は、図１～６
に関連して先に議論した任意のデバイス、例えば輸送機関１０２ｘによって一時的に輸送
されているモバイルコンピューティングデバイス又は輸送機関１０２ｘに固定接続される
コンピューティングデバイスであることができる。同様に、デバイス１１８に配信される
べきコンテンツは、図１～６に関して以前に説明した任意のタイプのコンテンツ、例えば
、ウェブページ、ストリーミングデータ、テキストメッセージ、前の要求に対する応答等
であることができる。しかし、方法２８０に関しては、デバイス１１８に全体として配信
されるべきコンテンツ、例えばＷｅｂページ全体、ストリーミングビデオ又は映画などは
、全体としてデバイス１１８に配信される。実施形態では、取得されたコンテンツは、デ
バイス１１８のユーザインターフェースに全体として提示されるデバイス１１８に全体的
に配信される。
【００９３】
　ブロック２８５では、得られたデータの第１部分は、第１送信に含まれていてよく、第
１送信は、第１順方向リンクを介して輸送機関１０２ｘに送信できる。ブロック２８８で
は、取得データの第２部分は、第２送信に含まれていてもよく、また、第２送信は、第２
順方向リンクを介して輸送機関１０２ｘに送信できる。第１順方向リンク及び第２順方向
リンクは、それぞれ異なる周波数帯に異なる通信リンクによってサポートできるため、第
１送信及び第２送信は、それぞれ異なるプロトコルを使用してフォーマットできる。例え
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ば、取得されたデータの第１部分は、衛星順方向リンク１０８ｂを介して輸送機関１０２
ｘに送信でき、また、取得データの第２部分はＡＴＧ順方向リンク１０８ａを介して輸送
機関１０２ｘに送信できる。実施形態では、第１順方向リンクの帯域幅又は速度は、第２
順方向リンクの２倍、３倍、４倍、５倍、６倍、７倍よりも大きく又は７よりも大きい因
数で大きくてもよい。
【００９４】
　方法２８０のいくつかの実施形態では、取得データの第１部分のコンテンツ又は取得デ
ータの第２部分のコンテンツの少なくとも１つを選択することができる。実施形態では、
第１又は第２部分のコンテンツは、コンテンツのタイプに基づいて選択できる。例えば、
取得コンテンツが最適なユーザーエクスペリエンスのためにターゲットデバイス１１８の
画面に表示されるウェブページである場合には、ユーザは、ウェブページの読み込みの進
捗を見ることを希望する。したがって、ウェブページの重要な要素（例えば、ＣＳＳ、Ｈ
ＴＭＬ、ジャバスクリプト及び他の構成要素）は、高速順方向リンク（例えば、ＡＴＧ順
方向リンク１０８ａ）によって輸送機関１０２ｘに配信されるように選択できるため、こ
れらの重要な要素をデバイス１１８で可能な限り早く受信してＷｅｂページのフレームワ
ークを構築し始め、そして進捗が生じていることをユーザに示すことができる。一方、ウ
ェブページの大きなサイズの要素（例えば、画像、動画、フラッシュなど）は、重要な要
素の後にユーザのデバイスに到達することができ、かつ、既に確立されたウェブページフ
レームワークに挿入できる。これらのより大きな要素は、ユーザーエクスペリエンスに対
してタイムクリティカルではないが、それにもかかわらずそれらのサイズ及び密度のため
高帯域幅を必要とし、そのため、高帯域順方向リンク（例えば、衛星順方向リンク１０８
ｂ）により輸送機関１０２ｘに配信されるように選択できる。
【００９５】
　一般に、取得コンテンツの時間依存の高い部分（例えば、低い往復遅延時間を必要とす
る部分）は、より速い順方向リンク（他の利用可能な順方向リンク１０８と比較して）を
介して配信されるように選択でき、取得コンテンツのより高い密度又は大きなサイズの部
分は、より高い容量の順方向リンク（他の利用可能な順方向リンク１０８と比較して）を
介して配信されるように選択でき、高い正確度を必要とする取得コンテンツの部分は、よ
り堅牢な順方向リンク（他の利用可能な順方向リンク１０８と比較して）を介して配信さ
れるように選択できる。いくつかの状況では、特定のコンテンツタイプは、もっぱら配信
のために特定の一タイプの順方向リンクに割り当てられてもよく、かつ、任意に、主順方
向リンクが使用できない場合にはバックアップタイプの順方向リンクに割り当ててもよい
。いくつかの状況では、特定のコンテンツタイプは、複数のタイプの順方向リンクに任意
に選択の優先順位で割り当てることができ、例えば、最も高い優先順位の利用可能な順方
向リンクを特定のコンテンツタイプの配信のために選択する。
【００９６】
　さらに別の例では、所定の順方向リンク内において、所定のタイプのデータを他のタイ
プのデータよりも優先することができる。例えば、衛星の順方向リンクでは、ＡＴＧ順方
向リンクからのオーバーフローデータに、衛星順方向リンクに元々マッピングされていた
データよりも高い優先度を与えてもよい。オーバーフローＡＴＧトラフィックは、一般に
、衛星のトラフィックよりも時間依存性の場合があるからである。
【００９７】
　方法２８０のいくつかの実施形態では、特定の順方向リンクは、１以上の順方向リンク
の動的特性や状況といった他の基準又は全体として取得コンテンツの特性にさらに基づい
て特定のタイプのコンテンツデータのために選択できる。例えば、取得コンテンツがスト
リーミングビデオである場合には、ストリーミングメディア符号化ピクチャフレーム（例
えば、Ｉフレーム）を割り当て又は選択して、ＡＴＧ順方向リンク１０８ａを介して配信
することができると共に、対応するストリーミングメディア予測フレーム（例えば、Ｐフ
レーム、Ｂフレーム）を割り当て又は選択してＫa衛星周波数帯域を介して配信すること
ができる。しかし、Ｋa帯域内の任意の特定のストリームに割り当てられる帯域幅は、所
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定のレベルで制限できる。ストリーミングメディアコンテンツがＫa帯域内の上限に達し
た場合には、ストリームの後予測フレームを、他の順方向リンク、例えば、Ｌ衛星周波数
帯域を介して配信できる。別の例では、特定のタイプのコンテンツデータを割り当て又は
選択してＡＴＧ順方向リンク１０８ａを介して配信することができ、また、ＡＴＧ順方向
リンクが予め定義された容量である場合には、特定のタイプのコンテンツデータのオーバ
ーフローを割り当て又は選択して衛星順方向リンク１０８ｂを介して配信することができ
る。別の例では、所定のサイズよりも大きい任意のデータストリームを自動的にマッピン
グして、全ての利用可能な衛星順方向リンクを介して分散配信することができる。
【００９８】
　実施形態では、特定の順方向リンクの選択は、少なくとも部分的に、輸送機関１０２ｘ
から受信したフィードバックデータ又は情報に基づくことができる。フィードバック情報
又はデータは、例えば図２～５に関して先に説明したように、１以上の順方向リンクの現
在の品質、容量又は可用性を示すことができる。データセンタ１０５又はハイブリッド通
信ディストリビュータ１０４は、逆方向リンクを介してフィードバックデータ又は情報を
受信でき、かつ、実施形態では、受信されたフィードバック情報又はデータに少なくとも
部分的に基づいて取得コンテンツの特定の部分を送信するために後の順方向リンクを選択
することができる。
【００９９】
　したがって、これらの例で示されるように、コンテンツデータの部分を、多くのレベル
の粒度及びディファレンシエーション基準に基づいて様々な順方向リンクにマッピングで
きる。例えば、先に示したように、異なる順方向リンクに対するコンテンツデータの異な
る部分のマッピングは、コンテンツタイプに基づくことができる。さらに又はあるいは、
マッピングは、取得コンテンツの配信先となるアプリケーションの種類及び／又は取得コ
ンテンツが含まれるストリームのサイズに基づくことができる。さらに追加的又は代替的
に、様々な順方向リンクに対する取得コンテンツの部分のマッピングは、例えば、ソケッ
トのタイプ又はソケットの可用性、受信デバイスのユーザが支払った又はそうでなければ
該ユーザに割り当てられたサービスのレベル、様々な順方向リンクの品質及び／又は可用
性、動的リソース割り当てアルゴリズム等に基づくことができる。さらに、様々な順方向
リンクに対する取得コンテンツの部分のマッピングは、追加的に又は代替的に異なるレベ
ル、例えば、アプリケーションレベル、パケットレベル、ストリームレベル、地理的位置
に基づくレベル、ユーザのアカウントの特性に基づくレベル又はユーザが取得したサービ
スのレベルで実行できる。
【０１００】
　実施形態では、所定の順方向リンクに対する所定のコンテンツタイプのマッピングは先
験的に決定され、また、これらのマッピングは、データセンタ１０５又はハイブリッド通
信ディストリビュータ１０４にアクセス可能なファイルその他のデータ記憶エンティティ
に保存される。いくつかの実施形態では、特定の順方向リンクは、先験的マッピングに基
づいて特定のタイプのデータコンテンツのために選択できる。一実施形態では、コンテン
ツ部分及び順方向リンクのマッピングは設定可能である。
【０１０１】
　さらに方法２８０に関して、方法２００、２２０、２４０及び２６０のそれぞれと同様
に、順方向リンク１０８のいずれかを介した順方向送信のいずれかは、デバイス１１８及
び／又は輸送機関１０２で輸送される他のデバイスに配信される多重化コンテンツやコン
テンツの部分を含むことができる。同様に、方法２００、２２０、２４０、２６０及び２
８０のそれぞれは、適宜、任意の順方向リンク１０８を介して任意の順方向送信をマルチ
キャストすることができる。
【０１０２】
　図８は、輸送機関によって輸送されるデバイスにコンテンツを分散配信するための例示
方法３００を示す。一実施形態では、方法３００は図１のハイブリッド通信システム１０
０によって少なくとも部分的に実行されるが、方法３００のいくつか又は全ては、システ
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ム１００以外の通信システムによって実行してもよい。実施形態では、方法３００の少な
くとも一部は、輸送機関１０２ｘでオンボードノード１２０、オンボードノード１２０に
含まれるハイブリッド通信コレクタ１２２、受信デバイス１１８又はＶＴＡなどの受信デ
バイス１１８で実行されるアプリケーションによって実行される。実施形態では、方法３
００は、図２～５及び７に記載された方法の１以上の少なくとも一部及び／又は図６のデ
ータトンネル６００と関連して操作できる。議論を容易にするために、方法３００は図１
～７を同時に参照して以下に説明するが、この説明は、多くの実施形態の一つにすぎず、
非限定的であると理解されたい。さらに、議論を容易にするためのみで、限定の目的では
なく、方法３００は、データが複数の輸送機関１０２の特定の輸送機関１０２ｘ内にある
デバイス１１８に配信されるべき例示シナリオとの関連で以下に説明する。
【０１０３】
　ブロック３０２では、オンボードデバイス１１８によって全体として受信されるべきコ
ンテンツの第１部分を含む第１送信は、輸送機関１０２ｘで受信される。例えば、オンボ
ードノード１２０、ハイブリッド通信コレクタ１２２、デバイス１１８又はデバイス１１
８上のアプリケーション（例えば、ＶＴＡ）は、コンテンツの第１部分を受信する。実施
形態では、デバイス１１８によって全体として受信されるコンテンツは、デバイス１１８
のユーザインターフェースに全体として提示されるものである。例えば、デバイス１１８
のユーザインターフェースに全体として提示されるコンテンツは、図１～７に関して説明
したようなウェブページ、ストリーミングビデオ、デバイス１１８のユーザからの要求に
対する応答又はデバイス１１８に配信される他のタイプのコンテンツであることができる
。コンテンツの第１部分は、第１無線周波数帯域によりサポートされる第１順方向リンク
（例えば、順方向リンク１０８）に接続された第１モデムを介して輸送機関１０２ｘで受
信でき、また、コンテンツの第１部分は、コンテンツの第１部分が配信されるデバイス１
１８の指示に関連して受信できる。
【０１０４】
　ブロック３０５では、オンボードデバイス１１８によって全体として受信されるべきコ
ンテンツの第２部分を含む第２送信は、デバイス１０２ｘで受信される。例えば、オンボ
ードノード１２０、ハイブリッド通信コレクタ１２２、デバイス１１８又はデバイス１１
８上のアプリケーション（例えば、ＶＴＡ）は、コンテンツの第２部分を受信する。コン
テンツの第２部分は、第１無線周波数帯とは異なる第２無線周波数帯域によりサポートさ
れる第２順方向リンク（例えば、順方向リンク１０８のセットとは別の順方向リンク）に
接続された第２モデムを介して車両１０２ｘに受信できる。コンテンツの第２部分は、コ
ンテンツの第２部分が配信されるデバイス１１８の指示に関連して受信できる。
【０１０５】
　実施形態では、第１順方向リンク、第２順方向リンク、コンテンツの第１部分及び／又
はコンテンツの第２部分は、選択されていてもよい。例えば、第１順方向リンク、第２順
方向リンク、コンテンツの第１部分及び／又はコンテンツの第２部分は、データセンタ１
０５によってあるいは図７に関連して説明したように順方向リンク及び／又はコンテンツ
部分の選択基準に基づいて又は他の基準に基づいてハイブリッド通信ディストリビュータ
１０４によって選択されていてもよい。
【０１０６】
　実施形態では、第１順方向送信に含まれるデバイス１１８の指示に基づいて、ハイブリ
ッド通信コレクタ１２２は、コンテンツの第１部分が配信されるデバイス１１８が現在輸
送機関１０２ｘ内にあるか否かを決定できる。コンテンツの第１部分が配信されるデバイ
スが輸送機関１０２ｘ内にないと決定された場合には、第１順方向送信についてさらなる
処理を輸送機関１０２ｘで実行しなくてもよい。コンテンツの第１部分が配信されるべき
デバイス、例えばデバイス１１８が輸送機関１０２ｘ内にあると決定された場合には、方
法３００は、最初に受信した送信のコンテンツを、輸送機関１０２ｘ内に収容される１以
上の通信ネットワークを介して受信又はターゲットデバイス１１８に送信させることを含
むことができる（ブロック３０８）。例えば、デバイス１１８が輸送機関１０２ｘ内にあ
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るＷｉ－Ｆｉネットワークに接続されたモバイルコンピューティングデバイスである場合
には、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、ＩＥＥＥ８０２．１１対応送信においてコン
テンツの第１部分を含むことができ、かつ、この送信をオンボードＷｉ－Ｆｉネットワー
ク経由でデバイス１１８に配信させることができる。しかし、Ｗｉ－Ｆｉ以外のオンボー
ドデータ配信の他の例が追加的に又は代替的に可能である。実際には、方法３００は、上
記同時係属米国特許出願第１３／６７５２００号に記載された手段及び／又は技術のいず
れかといった、受信コンテンツをオンボードデバイスに配信する任意の手段及び／又は技
術を使用することができる。
【０１０７】
　第２順方向送信に関して、一実施形態では、第２順方向送信に含まれるデバイス１１８
の指示に基づいて、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、コンテンツの第２部分が配信さ
れるべきデバイス１１８が現在輸送機関１０２ｘ内にあるのか否かを決定できる。コンテ
ンツの第２部分が配信されるべきデバイスが輸送機関１０２ｘ内にないと決定された場合
には、第２順方向送信についてさらなる処理を輸送機関１０２ｘで行わなくてもよい。コ
ンテンツの第２部分が配信されるべきデバイス、例えばデバイス１１８が輸送機関１０２
ｘ内にあると決定された場合には、方法３００は、第２受信送信のコンテンツを、輸送機
関１０２ｘ内に収容される１以上の通信ネットワークを介して受信又はターゲットデバイ
ス１１８に送信させることを含むことができる（ブロック３１０）。例えば、デバイス１
１８が輸送機関１０２ｘ内にあるＷｉ－Ｆｉネットワークに接続されたモバイルコンピュ
ーティングデバイスである場合には、ハイブリッド通信コレクタ１２２は、ＩＥＥＥ８０
２．１１対応送信においてコンテンツの第２部分を含むことができ、この送信をオンボー
ドＷｉ－Ｆｉネットワーク経由でデバイス１１８に配信することができる。しかし、Ｗｉ
－Ｆｉ以外のオンボードデータ配信の他の例も追加的に又は代替的に可能である。実際に
は、方法３００は、上記同時係属米国特許出願第１３／６７５２００に記載された手段及
び／又は技術のいずれかといった、受信したコンテンツをオンボードデバイスに配信する
任意の手段及び／又は技術を使用することができる。
【０１０８】
　実施形態では、デバイス１１８が接続される第１外部順方向リンク１０８及びオンボー
ド通信ネットワークの順方向リンク（例えば、オンボードＷｉ－Ｆｉネットワーク又は他
の適切なネットワーク）は、データセンタ１０５によって（又はデータセンタ１０５に含
まれるハイブリッド通信ディストリビュータ１０４によって）確立された第１データ通信
トンネルをサポートする。例えば、デバイス１１８に対する第１順方向リンク及びオンボ
ードＷｉ－Ｆｉネットワークの順方向リンクは、図６のデータトンネル順方向リンク６１
０と同様の第１データトンネル順方向リンクをサポートし、また、コンテンツの第１部分
は、第１データトンネル順方向リンクを使用してデバイス１１８に配信される。
【０１０９】
　実施形態では、第２外部順方向リンク１０８及びデバイス１１８が接続されるオンボー
ド順方向リンク（例えば、オンボードＷｉ－Ｆｉネットワーク又は他の適切なネットワー
ク）は、第１データ通信トンネルとは区別されかつ分離したデータセンタ１０５（又はデ
ータセンタ１０５に含まれるハイブリッド通信ディストリビュータ１０４）によって確立
された第２データ通信トンネルをサポートする。例えば、デバイス１１８に対する第２外
部順方向リンク１０８及び第２オンボード順方向リンクは、第２データトンネル順方向リ
ンク６１０をサポートし、コンテンツの第２部分は、第２データトンネル順方向リンクを
使用してデバイス１１８に配信される。この実施形態では、デバイス１１８又はデバイス
１１８におけるアプリケーション（例えば、ＶＴＡ）は、第１部分及び第２部分をアセン
ブルして、場合によっては経時的にデバイス１１８で全体としてコンテンツを形成する。
例えば、デバイス１１８又はデバイス１１８におけるアプリケーションは、コンテンツの
第１部分を受信し、デバイスのユーザインターフェースにコンテンツの第１部分を提示し
始めることができる。コンテンツの第２部分が受信されると、デバイス１１８又はデバイ
ス１１８におけるアプリケーションは、提示された第１部分にコンテンツの第２部分を追
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加し、それによってコンテンツを全体としてデバイスのユーザインターフェースに提示す
る。
【０１１０】
　実施形態では、デバイス１１８（又はそれについてのアプリケーション）がデータセン
タ１０５に対して確立された２つのデータトンネルのオンボードエンドポイントとして機
能するのではなく、オンボードデバイス１２０又はオンボードデバイス１２０のハイブリ
ッド通信コレクタ１２２がデータセンタ１０５に対して確立された２つのデータトンネル
のオンボードエンドポイントとして機能する（これら２つの確立されたデータトンネルの
一方がデバイス１１８に配信されるコンテンツの第１部分を配信する場合には、２つの確
立されたデータトンネルの他方は、コンテンツの第２部分を配信する）。この実施形態で
は、デバイス１１８（又はそれについてのアプリケーション）がコンテンツを全体として
収集しかつアセンブルするのではなく、オンボードデバイス１２０又はハイブリッド通信
コレクタ１２２がコンテンツを全体として収集しかつアセンブルし、アセンブルコンテン
ツを例えばオンボード通信ネットワーク経由でデバイス１１８に配信する。
【０１１１】
　実施形態では、オンボードノード１２０、ハイブリッド通信コレクタ１２２、デバイス
１１８又はデバイス１１８についてのアプリケーションは、フィードバック情報又はデー
タを、輸送機関１０２ｘからデータセンタ１０５に逆方向リンク１１０経由で送信するこ
とができる。フィードバック情報又はデータは、例えば、コンテンツの受信された第１部
分及び／又はコンテンツの受信された第２部分に対応できる。実施形態では、フィードバ
ック情報又はデータは、例えば、図２～７に関して説明したように、１以上の順方向リン
ク及び／又は１以上の逆方向リンクの現在の品質、容量又は可用性を示すことができる。
【０１１２】
　したがって、上記のように、例示ハイブリッド通信システム１００などのハイブリッド
通信システムは、それぞれ異なる周波数帯によりサポートできかつそれぞれ異なる通信プ
ロトコルを利用することができる順方向リンク及び逆方向リンクを使用して輸送機関内に
あるデバイスにデータ及び情報を送信するのを可能にすることができる。順方向リンクは
、逆方向に対応する逆方向リンクと比較して、周波数帯域、ハードウェア構成、プロトコ
ル、スペクトルなどの点で異なっていてもよい。実施形態では、順方向リンクの帯域幅及
び／又は速度は、スペクトル及びモデムリソースの効率的な使用を可能にするために及び
データ配信時間の短縮のために、逆方向リンクの帯域幅及び／又は速度よりも大きくても
よい（場合によってはそれよりも有意に大きくてもよい）。実施形態では、順方向送信は
、多重化でき及び／又はマルチキャストであることができる。後の送信のための順方向リ
ンクの選択は、逆方向リンク経由で受信されたフィードバック情報に基づいてもよく、場
合によっては、配信されるコンテンツのタイプに基づいてもよい。例えば、一実施形態で
は、例示ハイブリッド通信システム１００などのハイブリッド通信システムは、複数の異
なる順方向リンクを利用して、輸送機関内にあるデバイスとデータセンタと間においてコ
ンテンツを全体として配信することができる。コンテンツの部分及び／又は複数の順方向
リンクの選択は、コンテンツのタイプ及び任意に他の基準に基づくことができる。
【０１１３】
　図９は、輸送機関５０２における例示オンボードシステム５００を示し、該システムは
、輸送機関５０２に情報又はデータ（例えば、データセンタ、ハイブリッド通信ディスト
リビュータ１０４又は他の適切な情報ディストリビュータによって提供される情報又はデ
ータ）を受信することができ、かつ、フィードバック情報を輸送機関５０２から例えばデ
ータセンタ１０５又はハイブリッド通信ディストリビュータ１０４に配信することができ
る。さらに、オンボードシステム５００は、データを輸送機関５０２によって輸送される
１以上のデバイス５０４に配信し及び／又はそこから受信することができる。一実施形態
では、輸送機関５０２は輸送機関１０２ｘであり、１以上のデバイス５０４はデバイス１
１８の一つである。
【０１１４】
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　例示オンボードシステム５００は補助コンピュータ電源ユニット（ＡＣＰＵ）などのオ
ンボードノード５０６を備え、これは、１以上のアンテナ５０８及び１以上のモデム又は
トランシーバ５１０を介して１以上の外部通信リンクに通信接続されたコンピューティン
グデバイスであることができる。一実施形態では、オンボードノード５０６はオンボード
ノード１２０とすることができ、ハイブリッド通信コレクタ１２２のインスタンスを含む
ことができるが、これは、図９においてブロック５０７で示されている。
【０１１５】
　１以上のアンテナ５０８のそれぞれは、無線通信のために割り当てられたそれぞれ異な
る周波数帯域、例えば、Ｋa帯域、Ｌ帯域、Ｋu帯域、ＷｉＭＡＸ帯域、Ｗｉ－Ｆｉ帯域、
地上セルラ帯域又は他の任意の適切な無線通信周波数帯域を介して信号を受信及び送信す
ることができる。アンテナ５０８のそれぞれは、輸送機関５０２に固定接続され、かつ、
実施時にそれぞれのアンテナ５０８で信号に対応する情報及びデータを符号化及び復号す
るように構成される関連のモデム又はトランシーバ５１０に通信接続できる。１以上のモ
デム又はトランシーバ５１０は、ＴＤＭＡ（時分割多元接続）、ＧＳＭ（移動通信用グロ
ーバルシステム）、ＣＤＭＡ（符号分割多重アクセス）、ＬＴＥ（ロングタームエボリュ
ーション）通信、ＷｉＭＡＸ及び／又は任意の他の地上移動体通信技術と互換性のあるそ
れぞれのモデム又はトランシーバを含むことができる。いくつかの実施形態では、１以上
のモデム５１０は、ＥＶＤＯ（エボリューションデータオプティマイズド）又はＷｉ－Ｆ
ｉ通信技術と互換性のあるそれぞれのモデム又はトランシーバを含むことができる。しか
し、オンボードシステム５００は、任意の所望数の異なる無線通信技術をサポートするよ
うに任意の数のアンテナ５０８及び任意の異なる数の関連するモデム又はトランシーバ５
１０を含むことができることは明らかである。
【０１１６】
　さらに、輸送機関５０２が航空機である場合には、コックピットエレクトロニクスノー
ド５１２は、１以上のモデム５１０に通信接続できる。コックピットエレクトロニクスノ
ード５１０は、航空機のコックピット内の様々な機器から、例えば飛行中に電子情報を収
集するように構成されたＬＲＵとすることができる。場合によっては、コックピットエレ
クトロニクスノード５１０は、高度、対気速度、航空機の位置、又は他の飛行状態情報と
いった収集された飛行情報をハイブリッド通信取得部５０７、オンボードノード５０６に
又は輸送機関データ配信ネットワーク１０６に直接、例えば指定されたリターンリンクを
介して提供できる。
【０１１７】
　デバイス５０４の少なくとも一部は、１以上の無線アクセスポイント５１４を経由して
、例えば無線ネットワークインターフェースを経由してハイブリッド通信取得部５０７と
の無線通信接続を確立することのできる、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント、電子書籍リーダーなどとい
ったモバイルコンピューティングデバイスであることができる。デバイス５０４の一部は
、有線ネットワーク５１６を介してオンボードノード５０６に通信接続される有線コンピ
ューティングデバイスであることができる。
【０１１８】
　いくつかの実施では、デバイス５０４の１つ以上は、他のデバイス５０４に配信し及び
／又はそれから受信できる様々なタイプのデータ、例えば、エンターテイメントコンテン
ツ、ウェブページ、アカウント情報、使用状況データ、インストール可能なアプリケーシ
ョン、デバイス５０４を識別する情報、支払情報（例えば、暗号化された金融口座情報）
、デジタル著作権管理（ＤＲＭ）キー及び／又は輸送機関５０２内において少なくとも一
時的に保存することが望まれる他の任意のデータを記憶することができるオンボードデー
タ記憶エンティティ５１８であることができる。
【０１１９】
　実施形態では、デバイス５０４のそれぞれは、デバイス５０４が輸送機関５０４により
輸送されている間、例えば、輸送機関５０４がポート間の途中を移動しているときに、そ
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こにインストールされ、特にサービスをサポートするように構成されるビヒクルトラベル
アプリケーション（ＶＴＡ）のインスタンスを含むことができる。例えば、ビヒクルトラ
ベルアプリケーションは、データセンタ１０５又はデータセンタにおけるハイブリッド通
信ディストリビュータ１０４と共に確立されるデータトンネルのオンボード末端部として
機能するように構成することができる。一実施形態では、ビヒクルトラベルアプリケーシ
ョンは、特定のデバイス５０４にインストールされる他のアプリケーションと通信するこ
とができ（例えば、自国地上アプリケーション）、それによって、他のアプリケーション
は、デバイス５０４が輸送機関５０２により輸送されているときに望み通りに動作するこ
とができる（例えば、自国方式で）。
【０１２０】
　図１０は、ハイブリッド通信システム１００内で利用できる例示コンピューティングデ
バイス５５０のブロック図を示す。例えば、１以上のコンピューティングデバイス５５０
は、特に、データセンタ１０５、輸送機関データ配信ネットワーク１０６、オンボードノ
ード１２０、又はデバイス１１８の少なくとも一部として利用されるように構成できる。
さらに、コックピットエレクトロニクスノード５１２などの図１及び５に示された他のデ
バイスは、コンピューティングデバイス５５０の実施形態を含むことができる。
【０１２１】
　コンピューティングデバイス５５０は、例えば、１以上の中央処理装置（ＣＰＵ）又は
プロセッサ５５２及びプロセッサ５５２をコンピューティングデバイス５５０の他の要素
に接続する１以上のバス又はハブ５５３、例えば、揮発性メモリ５５４、不揮発性メモリ
５５５、ディスプレイコントローラ５５６及びＩ／Ｏコントローラ５５７などを備えるこ
とができる。揮発性メモリ５５４及び不揮発性メモリ５５５は、それぞれ、１以上の非一
時的有形コンピュータ可読記憶媒体、例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み
取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、生体メモリ、ハードディスクドライブ、
デジタル多用途ディスク等（ＤＶＤ）ディスクドライブなどを含むことができる。
【０１２２】
　実施形態では、メモリ５５４及び／又はメモリ５５５は、プロセッサ５５２によって実
行可能な命令５５８を記憶することができる。例えば、特にデータセンタ１０５に含まれ
るように構成されるコンピューティングデバイスでは、命令５５８は、ハイブリッド通信
ディストリビュータ１０４を含む命令とすることができる。別の例において、特にオンボ
ードノード１２０であるように構成されるコンピューティングデバイス５５０では、命令
５５８は、ハイブリッド通信コレクタ１２２を含む命令とすることができる。さらに別の
例において、特にデバイス１１８となるように構成されるコンピューティングデバイス５
５０では、命令５５８は、ビヒクルトラベルアプリケーション（ＶＴＡ）とすることがで
きる。実際には、ここに記載されたモジュール、アプリケーション及びエンジンのそれぞ
れは、上記１つ以上の機能を実行するための機械可読命令の異なるセットに対応すること
ができる。これらのモジュールは、個別のソフトウェアプログラム、手順又はモジュール
として実現される必要はなく、そのため、様々な実施形態では、これらのモジュールの様
々なサブセットを組み合わせ又はそうでなければ再配置することができる。いくつかの実
施形態では、メモリ５５４、５５５の少なくとも一つは、ここで特定されたモジュール及
びデータ構造のサブセットを記憶する。他の実施形態では、メモリ５５４、５５５の少な
くとも一つは、ここには記載されていない追加のモジュール及びデータ構造を記憶する。
【０１２３】
　実施形態では、ディスプレイコントローラ５５６をプロセッサ５５２と通信させて、情
報を接続されたディスプレイデバイス５５９上に提示させることができる。一実施形態で
は、Ｉ／Ｏコントローラ５５７は、プロセッサ５５２と通信して、情報及びコマンドをユ
ーザインターフェース５６０に／から転送することができ、このものとしては、マウス、
キーボード又はキーパッド、タッチパッド、クリックホイール、ライト、スピーカー、マ
イクなどが挙げられる。一実施形態では、ディスプレイデバイス５５９及びユーザインタ
ーフェース５６０の少なくとも一部は、単一の一体型デバイス、例えば、タッチスクリー
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ンに組み合わされる。さらに、データ又は情報は、ネットワークインターフェース５７０
を介してコンピューティングデバイス５５０に及びそれから転送できる。いくつかの実施
形態では、コンピューティングデバイス５５０は、無線インターフェース及び有線インタ
ーフェースなどの複数のネットワークインターフェース５７０を含むことができる。
【０１２４】
　例示コンピューティングデバイス５５０は、特にハイブリッド通信システム１００で使
用するために構成されるのに適したコンピューティングデバイスの一例に過ぎない。また
、コンピューティングデバイス５５０の他の実施形態が図１０に示されているよりも多く
い又は少ない構成要素を有し、１以上の組合せ構成要素を有し又は構成要素の異なる構成
や配置を有していたとしても、該他の実施形態は、ハイブリッド通信システム１００内で
使用するためのものであることができる。また、図１０に示される様々な構成要素は、１
以上の信号処理及び／又は特定用途向け集積回路を含めて、ハードウェア、プロセッサ実
行ソフトウェア命令又はハードウェアとプロセッサ実行ソフトウェア命令の両方の組み合
わせで実現できる。
【０１２５】
　もちろん、ここで説明したシステム、方法及び技術の用途及び利点は、上記の例のみに
限定されない。多くの他の用途及び利点は、ここで説明したシステム、方法及び技術を使
用することによって可能である。
【０１２６】
　さらに、実施時に、ここで記載された方法及び技術のいずれか又はそれらの部分は、磁
気ディスク、レーザディスク、光ディスク、半導体メモリ、生体メモリ、他のメモリデバ
イス又は他の記憶媒体、コンピュータ又はプロセッサのＲＡＭ又はＲＯＭなどといった１
以上の非一時的有形コンピュータ読み取り可能記憶媒体又はメモリに記憶されたソフトウ
ェアを実行することによって実行できる。
【０１２７】
　さらに、本明細書は、多数の異なる実施形態の詳細な説明を示すが、本発明の範囲は、
特許請求の範囲の記載によって定義されると理解すべきである。詳細な説明は、単なる例
示として解釈されるべきであり、あらゆる可能な実施形態を記載するものではない。とい
うのは、可能な実施形態を全て説明することは不可能でないにしても非現実的だからであ
る。多数の別の実施形態は、現在の技術又は本願出願日以降に開発された技術のいずれか
を使用して実施できるが、これは、依然として特許請求の範囲内にある。例えば、限定で
はなく、本明細書の開示は、少なくとも以下の態様を意図する。
【０１２８】
１．輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信する方法であって
、地上場所に配置されたハイブリッド通信ディストリビュータで、デバイスに配信される
コンテンツを取得し、ここで、該デバイスは飛行中の輸送機関によって一時的に輸送され
ているモバイルコンピューティングデバイスであり；該ハイブリッド通信ディストリビュ
ータのプロセッサで、第１周波数帯域によってサポートされる第１無線通信リンクに含ま
れる第１順方向リンク又は第２周波数帯域によってサポートされる第２無線通信リンクに
含まれる第２順方向リンクの少なくとも一つを選択し；該ハイブリッド通信ディストリビ
ュータによって、該コンテンツの第１部分を含む第１送信を、該第１順方向順方向リンク
を使用して該飛行中の輸送機関に送り；及び該ハイブリッド通信ディストリビュータによ
って、該コンテンツの第２部分を含む第２送信を、該第２順方向リンクを使用して該飛行
中の輸送機関に送ることを含む方法。
【０１２９】
２．前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが
、前記コンテンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の一方に含まれ、かつ、該コン
テンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の他方から除外される所定のタイプのデー
タに基づいて該第１順方向リンク又は該第２順方向リンクの少なくとも一つを選択するこ
とを含む、上記態様の方法。
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【０１３０】
３．前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが
、前記コンテンツが含まれるデータストリームのサイズに基づいて該第１順方向リンク又
は該第２順方向リンクの一つを選択することを含む、前記態様のいずれか一つの方法。
【０１３１】
４．前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが
、前記第１無線通信リンクの現在の容量；前記第２無線通信リンクの現在の容量；該第１
無線通信リンクの現在の可用性；該第２無線通信リンクの現在の可用性；該第１無線通信
リンクの送信品質又は該第２無線通信リンクの送信品質の少なくとも一つに基づいて該第
１順方向リンク又は該第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することを含む、前記態
様のいずれか一つの方法。
【０１３２】
５．前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つを選択することが
、前記第１部分の配信のための時間要件又は前記第２部分の配信のための時間要件の少な
くとも一つに基づいて該第１順方向リンク又は該第２順方向リンクの少なくとも一つを選
択することを含む、前記態様のいずれか一つの方法。
【０１３３】
６．前記コンテンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の一方に含まれ、かつ、該コ
ンテンツの第１部分又は該コンテンツの第２部分の他方から除外される所定の種類のデー
タ；該所定の種類のデータの配信のための時間要件；該コンテンツに対応するアプリケー
ション；前記デバイスのユーザ；又は前記第１通信リンク又は前記第２通信リンクによっ
て使用されるソケットの少なくとも一つに基づいて該コンテンツの第１部分又は該コンテ
ンツの第２部分の少なくとも一つを選択することをさらに含む、前記態様のいずれか一つ
の方法。
【０１３４】
７．前記デバイスに配信されるコンテンツが第１コンテンツであり、前記方法が、該第１
コンテンツの第１部分を、前記デバイス又は前記飛行中の輸送機関によって一時的に輸送
されている別のデバイスに配信される他のコンテンツと共に多重化し；及び該飛行中の輸
送機関に送られる第１送信に、該多重化されたコンテンツを含めることをさらに含む、前
記態様のいずれか一つの方法。
【０１３５】
８．前記コンテンツの第１部分を前記他のコンテンツと共に多重化することが、アプリケ
ーションレベル、パケットレベル、ストリームレベル、地理的位置に基づくレベル又は前
記デバイスのユーザに対応するレベルの一つで該コンテンツの第１部分及び他のコンテン
ツを多重化することを含む、前記態様のいずれか一つの方法。
【０１３６】
９．次の少なくとも一つ：（ｉ）前記第１送信を、前記第１周波数帯域によってサポート
される前記第１通信リンクに含まれる前記第１順方向リンクを使用して前記飛行中の輸送
機関に送ることが、該第１送信を、Ｌ帯域通信リンク、Ｋu帯域通信リンク、Ｋa通信リン
ク、Ｗｉ－Ｆｉ通信リンク、ＷｉＭＡＸ通信リンク、１以上の衛星によってサポートされ
る通信リンク若しくは広帯域プロトコルをサポートする通信リンクの少なくとも一つであ
る順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送ることを含み；又は（ｉｉ）前記第２
送信を、前記第２周波数帯域によってサポートされる前記第２通信リンクに含まれる前記
第２順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送ることが、該飛行中の輸送機関が飛
行中である間に、該第２送信を、該飛行中の輸送機関と陸上にある地上局との間で直接デ
ータを配信するように構成される空対地（ＡＴＧ）通信リンクの順方向リンクを使用して
該飛行中の輸送機関に送ることを含む、態様１の方法。
【０１３７】
１０．前記デバイスに配信されるコンテンツを取得することが、該デバイスのユーザイン
ターフェース上で全体として提示される情報；Ｗｅｂページ；該デバイスで生成された要
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求に対する応答；又はストリーミングデータの少なくとも一つを含むコンテンツを取得す
ることを含む、前記態様のいずれかの方法。
【０１３８】
１１．前記輸送機関によって輸送されているデバイスにコンテンツを分散配信するための
システムであって、該システムは、上記態様のいずれも実行しないように又は上記態様の
いずれか一つを実行するように構成され、該システムは、該輸送機関が飛行中である間に
、複数の順方向リンクを介して輸送機関に通信接続されるハイブリッド通信ディストリビ
ュータを備え、ここで、該複数の順方向リンクのそれぞれはそれぞれ異なる無線通信プロ
トコルを使用するシステム。該ハイブリッド通信ディストリビュータは、１以上のプロセ
ッサと、コンピュータ実行可能命令を記憶する１以上の非一時的有形コンピュータ可読記
憶媒体とを備えることができる。該コンピュータ実行可能命令は、１以上のプロセッサに
よって実行されるときに、ハイブリッド通信ディストリビュータに、該飛行中の輸送機関
によって輸送されているデバイスのユーザインターフェースに全体として提示されるコン
テンツを取得させることができる。さらに、該コンピュータ実行可能命令は、該１以上の
プロセッサによって実行されるときに、該ハイブリッド通信ディストリビュータに、第１
送信を、該複数の順方向リンクの第１順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送ら
せることができ、該第１順方向リンクは、第１通信リンクに含まれ、該第１送信は、該デ
バイスのユーザインターフェースに全体として提示されるコンテンツの第１部分を含む。
さらに、該コンピュータ実行可能命令は、該１以上のプロセッサによって実行されるとき
に、該ハイブリッド通信ディストリビュータに、第２送信を、該複数の順方向リンクの第
２順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送らせることができ、該第２順方向リン
クは第２通信リンクに含まれ、該第２送信は、該デバイスのユーザインターフェースに全
体として提示されるコンテンツの第２部分を含む。
【０１３９】
１２．前記コンピュータ実行可能命令は、前記１以上のプロセッサによって実行されると
きに、前記ハイブリッド通信ディストリビュータに、前記コンテンツの第１部分又は該コ
ンテンツの第２の部分の一方に含まれ、かつ、該コンテンツの第１部分又は該コンテンツ
の第２部分の他方から除外される所定のタイプのデータに基づいて前記第１順方向リンク
又は前記第２順方向リンクの一つをさらに選択する、前記態様のいずれか一つのシステム
。
【０１４０】
１３．特定のタイプのデータと特定の順方向リンクとの間の１以上の関連付けを予め決定
し、前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つの選択が該１以上
の関連付けに基づく、前記態様のいずれか一つのシステム。
【０１４１】
１４．前記第１順方向リンク又は前記第２順方向リンクの少なくとも一つの選択が、前記
コンテンツが含まれるデータストリームのサイズ；前記第１通信リンクの現在の容量、現
在の可用性又は現在の送信品質の少なくとも一つ；前記第２通信リンクの現在の容量、現
在の可用性又は現在の送信品質の少なくとも一つ；又は前記ハイブリッド通信ディストリ
ビュータによって受信されたフィードバック情報であって、前の順方向送信に対応するも
のにさらに基づく、前記態様のいずれか一つのシステム。
【０１４２】
１５．前記コンピュータ実行可能命令は、前記１以上のプロセッサによって実行されると
きに、ハイブリッド通信ディストリビュータに、アプリケーションレベル、パケットレベ
ル、ストリームレベル又はユーザレベルの少なくとも一つで、前記デバイスに配信される
コンテンツの第１部分を、前記デバイス又は飛行中の輸送機関により輸送されている別の
デバイスに配信される他のコンテンツと共にさらに多重化させ；該コンピュータ実行可能
命令は、該第１順方向リンクを使用して該飛行中の輸送機関に送られる第１送信に該多重
化コンテンツを含める、前記態様のいずれか一つのシステム。
【０１４３】
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１６．前記複数の順方向リンクに含まれる各順方向リンクが、Ｌ周波数帯域、Ｋu周波数
帯域、Ｋa周波数帯域；衛星通信をサポートするように割り当てられる第１の他の周波数
帯域、別の無線ブロードバンド通信プロトコルをサポートするように割り当てられる第２
の他の周波数帯域；又は飛行中の輸送機関と地上局との間での直接の無線通信のために割
り当てられる周波数帯域から選択される異なる周波数帯域によってサポートされる、前記
態様のいずれか一つのシステム。
【０１４４】
１７．前記コンピュータ実行可能命令は、前記１以上のプロセッサによって実行されると
きに、前記ハイブリッド通信ディストリビュータに、第３送信を、前記複数の順方向リン
クの第３順方向リンクを使用して前記飛行中の輸送機関にさらに送らせ、該第３順方向リ
ンクは第３通信リンクに含まれ、該第３送信は、該デバイスのユーザインターフェースに
提示されるコンテンツの第３部分を含む、前記態様のいずれか一つのシステム。
【０１４５】
１８．輸送機関によって輸送されているデバイスで分散型コンテンツを受信する方法であ
って、該方法は上記態様のいずれも含まず又は上記態様のいずれか一つを含み、該方法は
、輸送機関において、前記輸送機関にデータを無線配信するように構成された複数の順方
向リンクの第１順方向リンクを介して、デバイスのユーザインターフェースに全体として
表示される情報の第１部分を含む第１送信を受信し、ここで、該デバイスは、輸送機関に
よって一時的に輸送されているモバイルコンピューティングデバイスであり、該第１順方
向リンクは、第１周波数帯域によってサポートされる第１無線通信リンクに含まれ；該輸
送機関に固定接続されるハイブリッド通信コレクタのプロセッサによって、該デバイスの
ユーザインターフェースに全体として表示される情報の第１部分を、該輸送機関内に収容
される無線ネットワークを使用して該デバイスに送り；該輸送機関において、該複数の順
方向リンクの第２順方向リンクを介して、該デバイスのユーザインターフェースに表示さ
れる情報の第２部分を含む後の送信を受信し；及び該ハイブリッド通信コレクタのプロセ
ッサによって、該デバイスのユーザインターフェースに全体として表示される情報の第２
部分を、該輸送機関内に収容される無線ネットワークを使用して該デバイスに送ることを
含む方法。デバイスのユーザインターフェースに表示される情報の第１部分は第１選択部
分であることができ、デバイスのユーザインターフェースに表示される情報の第２部分は
第２選択部分であることができ、第１順方向リンクは第１選択順方向リンクであることが
でき、及び／又は第２順方向リンクは第２選択順方向リンクであることができる。
【０１４６】
１９．前記デバイスのユーザインターフェースに全体として表示される情報の第１部分を
受信することが、ウェブページ、該デバイスのユーザインターフェースで受信された要求
に対する応答又はストリーミングデータの少なくとも一つの第１部分を受信することを含
む、前記態様のいずれか一つの方法。
【０１４７】
２０．前記ハイブリッド通信コレクタによって、前記第１送信又は前記第２送信の少なく
とも一つに対応するフィードバック情報を、逆方向リンクを使用して前記輸送機関から送
信することをさらに含む、前記態様のいずれか一つの方法。
【０１４８】
　したがって、多くの修正及び変更を、本特許請求の範囲の精神及び範囲から逸脱するこ
となく、ここに記載しかつ例示した方法、技術及び構成において行うことができる。よっ
て、ここに記載される方法及び装置は単なる例示であり、特許請求の範囲を限定するもの
ではないことを理解すべきである。
【符号の説明】
【０１４９】
　１００　ハイブリッド通信システム
　１０２　輸送機関
　１０２ｘ　輸送機関
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　１０４　ハイブリッド通信ディストリビュータ
　１０５　データセンタ
　１０６　輸送機関データ配信ネットワーク
　１０８　順方向リンク
　１０８ｂ　衛星順方向リンク
　１１０　逆方向リンク
　１１０ｂ　衛星逆方向リンク
　１１２　構造体
　１１８　デバイス
　５００　オンボードシステム
　５０２　輸送機関
　５０４　デバイス
　５０８　アンテナ
　５１４　無線アクセスポイント

【図１】 【図２】
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